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 概 要 - 1 
 







肢から該当するものを一つ選ぶ 15 の質問では 10 問で、複数の選択肢から該当す
るものを選ぶ質問（5 問）に設定されていた 51 の選択肢のうち 37 の選択肢で、
トータルでは、およそ 7 割の問又は選択肢において、統計学的に有意な差が確認



































どちらともいえない わからない  
資料：訪問面接調査は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 
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図表 3 科学技術をテーマにして実施した比較調査の検定結果 
（有意な差が出た問又は選択肢の数及びその出現割合） 
該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/問・選択肢数 割合









２ 年代別に見た調査結果の比較  
 設問ごとに、年代別の回答者が選択した選択肢の割合 (％ )を図化して比較した
ところ、20 代から 50 代までの年齢層で訪問面接調査とインターネット調査の間
で、調査手法の違いによる開きが小さい設問が多数あることが確認された。  
例えば、「科学技術に関する知識は、実際に体験したり、わかりやすく説明され
れば大抵の人は理解できると思いますか（Q3（1））」の問では、30 代と 40 代の
調査結果の値が極めて近い値となっていた（図表 4）。  
このほか、20 代～50 代までの 4 つの年代で両調査間の結果が近かったものや、
20 代～40 代までが近かったものなど、問によって結果が同等ということができ
る年代の幅が異なっていた。  
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図表 4 科学技術に関する情報は体験したり説明されれば大抵の人は理解できる（Ｑ3(1)） 
























このため、20 代～50 代までの年代を①20 代～40 代、②20 代～50 代、③30
代～50 代、④30 代～40 代の 4 つに区分して、その区分に限定したサンプルを再
集計して、訪問面接調査とインターネット調査の結果を比較した。その結果、全
年代（全サンプル）を対象とした検定では、調査手法の違いにより、7 割（71.2%）
の問又は選択肢において有意水準 5％で有意な差が生じていたものが（図表 3 参
照。このことは 3 割（28.8％）の問又は選択肢では、調査手法が異なっても結果
はほぼ同じであることを示している。）、20 代～50 代の年代では、結果がほぼ同じ
と判断できる問又は選択肢の出現割合が 54.5％と 5 割を超えていた（図表 5）。 
さらに、集計対象を 30 代～40 代に限定すれば、7 割強（72.7％）の問又は選択
肢の結果がほぼ同じとなるまで改善した。ただし、逆に 3 割弱の問又は選択肢で
は、30 代～40 代に年代を絞ったとしても両調査間で差が生じていることになる。 
 
















ぶ 5 つの問に設定された 51 の選択肢（「その他」「わからない」を除く）の合計 66 の問又は選択肢に
ついて、選択比率（段階評価の問では肯定的な意見の合計比率）の差を用いて検定を行い、有意水準
5％で有意な差がなかった問又は選択肢の出現割合（全体数 66 に対する割合）を図化している。 






































































































そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない どちらともいえない わからない  
注：「どちらともいえない」または「わからない」と答えた者の割合は、訪問面接調査では 50 代が 7.9%、
60 代が 11.5%、70 歳以上が 22.7％となっているのに対して、インターネット調査では 50 代が 5.5%、
60 代が 9.6%、70 歳以上が 8.0％となっている。  
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20 代～50 代の年齢層で調査手法の違いによる開きが小さくなる問がある一方
で、20 代～50 代を含め各年代にわたり開きが生じている問も複数あった。  
例えば、「科学技術についてのニュースや話題に関心がありますか（Ｑ1）」の
問では、各年代にわたりインターネット調査における回答者の結果が、訪問面接
調査の結果よりも高くなっていた（図表 7）。  
 







































年代で差があった問（集計の対象の年代を 20 代～50 代に制限しても差がなくな








 概 要 - 6 
 
























問面接調査とインターネット調査の間で 9.8 ポイント開いていた差が 1.3 ポイン
トの開きまで、『学歴』を「補正」した結果 5.0 ポイントの開きまで差が縮小して
いる。なお、このような効果がある一方で、「補正」をすることにより、偏りがさ
らに拡大する可能性があることにも注意が必要である（図表 9～11 の右側 2 列の
「×」を参照）。 
図表 8 「科学技術についてのニュースや話題に関心がある（Ｑ1）」 
61.1 59.8
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つ い て い け な く な る 不 安 」
（Q6(2)）























  2)黄色は、属性の「補正」後開きが拡大したことを、黄緑色は縮小したことを表している。 
  3)（差なし）、（差あり）の表記は、1％の有意水準での検定結果である。 
  4)表の「一般常識的に考えられる」～「身近な事案である」までの 5 列については、主観に基づき
当該質問が該当するかの判断を行っているため、人によってその判断が異なると思われるが、質
問の特徴を見出すための参考として掲載している。 



























































いた有効回収率が 2006 年調査では 59.4％にまで低下している。その後、若干
回復し、2009 年調査の有効回収率は 62.5％となっている（図表 1－１－1－1）。  
また、本調査研究のテーマである「科学技術」に関する世論調査での有効回
収率の推移を見ると、1976 年調査で 79.4％と 8 割近くあった有効回収率が、2007
年の調査では 55.6％ 2と急激に低下した一方で、回答拒否者が 20％にまで達し
ている（図表 1－１－1－2）。  
さらに、2007 年 2 月に行われた『科学技術と社会に関する世論調査』につい
て、男女別・年代別の有効回収率を見ると、20 代男性の有効回収率が 29.9％、
20 代女性の有効回収率が 42.6％と著しく低くなっており、その回収数は、20
代男性が 53 人、20 代女性が 87 人とそれぞれ 100 人を切る事態にまで陥ってい




の推移に注目し、20 代の若者の科学技術に対する関心度が 1980 年代後半以降、
全体平均よりも低いことに対して懸念が示され、その対策を講じる必要性につ
いて議論がされている（図表 1－１－1－4）。  
                                                  
1 労働政策研究報告書 No.17「インターネット調査は社会調査に利用できるか－実験調査





できない。）、などが挙げられている。   
2  2010 年 1 月に実施された最新の『科学技術と社会に関する世論調査』では、有効回収
率が 63.9％と向上している。  
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注：1)1962 年から 2009 年に行われた当該調査の有効回収率と調査不能理由の推移である。 









































































注：1)1976 年から 2007 年に行われた当該調査の有効回収率と調査不能理由の推移である。 





標本数 回収数 回収率（％） 標本数 回収数 回収率（％）
20～29歳 177 53 29.9 20～29歳 204 87 42.6
30～39歳 247 102 41.3 30～39歳 272 147 54.0
40～49歳 232 126 54.3 40～49歳 266 173 65.0
50～59歳 297 162 54.5 50～59歳 308 190 61.7
60～69歳 305 184 60.3 60～69歳 278 175 62.9
70歳以上 209 144 68.9 70歳以上 205 124 60.5








資料：内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』 
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報告ⅴ）（2008 年 1 月）を発表した。  

















                                                  
3 労働政策研究・研修機構及び内閣府大臣官房広報室による調査のほか、情報・システム
研究機構統計数理研究所大隈昇名誉教授による「インターネット調査の抱える課題と今後





























証結果－（2005 年 1 月）」と、内閣府大臣官房政府広報室が実施した「世論調査
の調査方法に関する試験調査 結果報告書（平成 18 年 8 月）」及び「世論調査に
おけるインターネット調査の活用可能性 概要～国民生活に関する意識について







 従来型調査（訪問面接調査）に日本労働研究機構が 1999 年から実施している
「勤労生活に関する調査」の第 3 回調査（2001 年調査）を位置づけ（調査Ｘ）、
同調査と同一の質問項目を用いて実験調査（比較調査）を 5 社で行っている。  
 実験調査のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄについてはインターネットを利用して調査を行って
いる。実験調査Ｅについては郵送方式で行っている（図表 2－１－1－1）。  


















図表 2－1－1－1 モニターの募集方法等 
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」サマリーP4 より引用 
 
（２）調査の実施時期 
調査Ｘについては、「第 3 回勤労生活に関する調査」を活用したため、2001 年
3 月に実施。  
 調査Ａ～Ｄについては、2004 年 2 月 12 日（木）～22 日（日）の 10 日間で実
施。ただし、調査Ｃは、回収率が低く督促を行ったこともあり 2 月 25 日（水）
まで回答を受け付けている。  




 各社が有する登録モニター数は図表 2－1－3－1 のとおりであり、公募型の登録
モニター制をとっているインターネット調査会社では、いずれも 10 万人を超え
ている。  
 また、回答に対する謝礼の相当額は、各社において異なっている。  
 
図表 2－1－3－1 モニターの登録数及び謝礼 
調査会社（募集方法） モニター数  回答に対する謝礼  
Ａ社（公募）  約 20 万人  150 円相当のポイント
Ｂ社（公募）  約 42 万人（総会員数は 69 万人） 260 円相当のポイント
Ｃ社（公募）  約 15 万人  100 円相当のポイント
Ｄ社（無作為）  首都圏、京阪神圏 1 万人  450 円相当のポイント
Ｅ社（公募＋無作為） 中学 1 年生から 60 代まで 10 万人 図書券 1000 円分  
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P92～94,98 より作成 




 性・年齢（10 歳ごと）別の各層ごとに、サンプルサイズを一定（165 人 )とし
ている。各層 165 人としたのは、各調査会社の通常の回収率を考慮し、各セルで
100 人程度の回収数を確保することを目標としたためである（図表 2－１－4－1）。 




図表 2－1－4－1 男女別・年代別の調査依頼配布・発信数 
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P101 より引用 
注：Ａ、Ｂ、Ｃ及びＥ社の調査における依頼数は本表のとおり。Ｄ社については、20－59 歳までの
男女の依頼数は本表のとおりであるが、60－69 歳の男性依頼数が 122 人、女性依頼数が 69 人と





















会社Ｃは 39.8％と 4 割を下回っていたのに対して、インターネット調査会社Ｂは
86.2％と 8 割を超える高い回収率となっている（図表 2－１－5－1）。  
 
図表 2－1－5－1 有効回答数・有効回答回収率 
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき


































図表 2－1－6－1 性・年代別の有効回答回収率 
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P104 より引用 
注：1)「有効回答回収率」＝有効回答数／配布（発信）数 
2) 調査 X は実際の性・年齢別の配布数が不明であるが、住民基本台帳から無作為抽出法によっ
て標本抽出をしていることに鑑み、おおむね人口構成を反映しているものと想定し、「平成




























対照にされた質問数は合計 83 に及び、その 7～8 割において、統計学的に有意な




図表 2－1－7－1 調査Ｘと各実験調査の結果の間の有意差の有無別質問数 
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P124 より引用 
注：1)有意差検定は、質問のタイプにより、カイ 2 乗検定又はウィルコクソン順位和検定のいずれか
で行われている。ただし、ウエイトバック集計された補正値の検定は、ウエイトバック値用に修
正した検定方法が用いられている。（労働政策研究報告書 No.17、P204 より） 
2)検定を行った質問数は 83 あり、例えば、訪問面接調査Ｘの結果とインターネット調査Ａの結
果を比較した場合、有意水準 5％において 63 の質問の結果において有意な差があったことを示
している。つまり、63÷(20＋63）＝0.759 となり、訪問面接調査Ｘとインターネット調査Ａの







図表 2－1－7－2 有意な差があった問の割合（質問の形態別） 
調査会社 該当数/問数 割合 該当数/問数 割合 該当数/問数 割合
調査Ａ 60/80 75.0% 3/3 100.0% 63/83 75.9%
調査Ｂ 63/80 78.8% 3/3 100.0% 66/83 79.5%
調査Ｃ 55/80 68.8% 3/3 100.0% 58/83 69.9%
調査Ｄ 58/80 72.5% 3/3 100.0% 61/83 73.5%









  2)複数の選択肢から S.A.の問は、複数の選択事例を提示して、その中から該当するものを一つだ
け選んでもらう質問。  
 
 ここで、具体的な質問の一例を以下に示す。  
［Ｑ１］世の中には、いろいろな仕事のコース（職業キャリア）がありますが、
この中からあなたが最も望ましいと思うものを 1 つあげてください。  























































一企業型 複数企業型 独立自営型 その他
 
資料：労働政策研究・研修機構「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査に利用でき
るか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P320 より作成 
注：「一企業型」とは、１つの企業に長く勤めるのが最も望ましいと考えている者の割合である。 



























査Ｘの結果と 7～8 割の設問において有意な差が生じていたことである（図表 2



































いる。例えば、2000 年国勢調査の 20 歳代男性の全人口に占める割合は 10.8％で
あるが、調査Ｘの 20 歳代男性の回答者数の全回答者に占める割合は 5.7％であっ
たため、1.89 という係数を各問の選択肢ごとに 20 歳代の男性がその選択肢を選
んだ人数に掛けていくことにより、20 歳代男性の回答の重み（回答に占める割合）






2004 年 1 月調査）の職種別構成比と同率になるように、調査Ａ～Ｅのそれぞれに
ついて、性・年齢層ごとに「補正（ウエイト付け）」が行われている。 
































































































調査との比較調査を平成 17 年度より実施している。 
 平成 17 年度に行われた比較調査（平成 18 年 2 月に実施）は、内閣府が平成 17
年 6 月に実施した『国民生活に関する世論調査』と同一の質問項目（ただし、5
問（1 問は発展質問）のみを使用）を用いて、訪問面接調査を１社で、インター
ネット調査を 2 社で実施している（図表 2－2－1－1）。 
 
図表 2－2－1－1 調査方法等の比較 
 
資料：内閣府政府広報室「訪問面接調査とインターネット調査の比較について（平成 18 年 8 月）」 
注：インターネット調査Ａ、Ｂは、回収数として 1,500 人を設定しており、各調査会社において、こ
の数以上の回収が得られるように調査対象者数を決定している。（世論調査の調査方法に関する
試験調査結果報告書 P3 より） 
 
（２）比較調査結果の概要 
 Ｑ1 及びＱ2 については、「満足している」「まあ満足している」といった肯定的
な意見、又は「やや不満だ」「不満だ」といった否定的な意見をそれぞれ１つに集
計し、Ｑ4 については訪問面接調査で上位 6 つに入った選択肢について、その他











図表 2－2－2－1 調査項目及び結果の概要 
 
資料：内閣府政府広報室「訪問面接調査とインターネット調査の比較について（平成 18 年 8 月）」 
注：網掛けは統計的に有意差があるもの（有意水準 5％）。 
 











































ちなみに、平成 21 年 6 月に実施された『国民生活に関する世論調査』の結果を
内閣府のホームページで見てみると、現在の生活に対する満足度は、全体では
61.0％が、20～29 歳では 68.9％が満足している（「満足している」又は「まあ満
足している」）と答えていた。この結果を平成 18 年 2 月に訪問面接方式で行われ
た調査結果と比較すると、満足度は、全体で 17.2 ポイント（78.2－61.0）、20～
29 歳代で 16.4 ポイント（85.3－68.9）と大きく低下していることが分かる。 
  
図表 2－2－2－3 現在の生活に関する満足度 
85.3 83.2































 平成 18 年 2 月に実施された調査では、各問の選択肢ごとに、①単純集計結果、
②回答者の性・年齢別構成比を我が国の人口構成比に合わせた補正値のそれぞれ
について、有意差検定が行われている（図表 2－2－3－1）。  
  22
図表 2－2－3－1 単純集計結果及び補正値の比較及び検定結果  
 








4)この表では、平成 17 年 6 月に行われた『国民生活に関する世論調査』との比較も行われている。  
 
図表 2－2－3－2 有意差があった問･選択肢の割合（質問の形態別） 
調査会社 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/問・選択肢数 割合
調査Ａ 2/2 100.0% 2/3 66.7% 26/38 68.4% 30/43 69.8%
調査Ｂ 2/2 100.0% 2/3 66.7% 26/38 68.4% 30/43 69.8%
複数の選択肢からS.A.(1問) 複数の選択肢からM.A.(2問) 総計段階評価の選択肢からS.A.
 




段階評価の選択肢から S.A.とした問は、図表 2－2－2－1 から、複数の選択肢から S.A.又は M.A.





























を抱いていない状況にある。さらに気がかりなデータとして、平成 17 年 6 月に
行われた『国民生活に関する世論調査』を見ると、5.2％の人しか「科学技術の振 
 







































































































資料：内閣府政府広報室「訪問面接調査とインターネット調査の比較について（平成 18 年 8 月）」 
注：下線は科学技術政策研究所で付加している。 
 










































2007 年 11 月～12 月にかけて内閣府が『科学技術と社会に関する世論調査』を
訪問面接方式で実施しており、当該調査と同一の質問項目を用いて、科学技術政
策研究所で 2008 年 3 月にインターネット会社のモニターを対象に『科学技術に
関する意識調査』を実施した（調査票（インターネット調査における調査画面）
及び集計結果（性別･年代別）は巻末の資料参照）。  
両調査の調査方法等を比較すると以下のとおり（図表 3－1－1－1）。  
 





調査対象 全国 20 歳以上の者 3,000 人 Yahoo!リサーチモニターに登録され
た全国 18 歳以上の者 6,278 人 
（調査依頼メールの発信数） 











調査期間 2007 年 11 月 29 日～ 
2007 年 12 月 9 日［11 日間］
2008 年 3 月 6 日～ 
2008 年 3 月 12 日［7 日間］ 









資料：訪問面接調査は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 

























の構成割合を平成 17 年の国勢調査の結果と比較すると、以下のようになっている。 
 モニターの男女別構成割合は、男性 49.1％、女性 50.9％となっており、我が国
の人口構成に近い割合となっている（図表 3－1－3－1）。 
 モニターの年代別構成割合については、10 歳代、50 歳代以上の割合が国勢調査
に比べて低い一方で、20 歳代～40 歳代の割合が高くなっている（図表 3－1－3－
2）。特に、30 歳代の割合が国勢調査の割合の 2.5 倍となっている。逆に、70 歳代
以上の割合が極めて低くなっている。ただし、Yahoo!リサーチモニターの場合
（2007 年 3 月 3 日現在）、70 歳以上のモニターの全体に占める割合は 0.6％であ









                                                  





























































北海道　東北　　　　　　 関東　  　　 　　     中部　     近畿　中国　九州
 
注：1)上記３つの図に用いている「参考：国勢調査の人口」は、総務省統計局『平成１７年国勢調査』
の「日本人」の 13 歳以上の人口比率である。 
2)モニターのデータは、2008 年 3 月 3 日現在で「Yahoo!リサーチモニター」に登録している 764,112
人の内訳である。 
3)図表 3－1－3－2 の 10 歳代のデータは、国勢調査人口は 13 歳以上、モニターは中学生以上が登
録されている。 




















 (ⅰ) 実在しない人物が登録する「幽霊モニター」の排除 











   謝金を払うアンケート調査においては調査の目標回収数に達した時に、回
収を締め切ってしまう場合があるが、今回の調査実施機関では、あらかじめ
回答受付の期間を設けて、その期間内は回答を受け付けるようにしている（最
終日の 24 時まで受付可）。 
   このことにより、昼間や平日はなかなか自宅のパソコンを開くことができ
ないモニターからの回答も確実に受け付けることができるようにしている。 
   なお、今回のインターネット調査では、調査期間が 2008 年 3 月 6 日（木）











① 調査対象者の選定方法  
回収目標総数を 2,500 とし、そのうちの各層（男女別かつ年代別 (10 歳ごと )。
ただし 70 歳以上はそれで１層）。計 14 層）ごとの回収目標数を国勢調査人口
の男女別、年代別人口比率で設定した。その各層ごと回収目標数の 2.2～3.4 倍
数 6を 18 歳以上の登録モニターから無作為抽出した。  
 







③ 回答の締切方法  
調査依頼メールに回答締切日時（回答締切日時は調査開始から 7 日後の 2008




④ 回答制御の方法  
  次のとおり本調査実施主体が一般的に行っている方法に沿った。  
・ 必須回答  
無回答の場合には警告メッセージを表示し、回答しなければ先の設問に
進めない仕組みとした。  
・ ページ分岐  
    選択肢に応じて、次に画面表示される設問を分ける仕組みとした。  








して現金 100 円が振り込まれている 7。  
                                                  








3－2－1－1 のとおりである。  















なお、科学技術政策研究所では、2007 年 1 月に「科学技術」をテーマとした意
識調査をインターネットを利用して実施しておりⅴ）、その調査における回答の回
収状況は次のとおりである。  
回収目標数を 2,500 に設定し、9,894 の調査依頼メールを発信した結果、回答
回収数が 3,245、回答回収率が 32.8％となっていた。また、その時の調査では、
回答時間の制限を設けるなど無効回答の基準をさらに細かく設定しており、回答




また、今回の調査における有効回答の回答時間の中央値は 5 分 58 秒、平均回

















764,112 2,500 6,278 2.51
男性 5,307 34 86 2.53
女性 4,246 32 107 3.34
男性 72,663 186 632 3.40
女性 94,304 178 530 2.98
男性 135,605 219 526 2.40
女性 175,233 214 549 2.57
男性 99,996 187 445 2.38
女性 84,487 185 440 2.38
男性 43,109 224 533 2.38
女性 25,356 227 540 2.38
男性 14,681 183 436 2.38
女性 4,642 197 469 2.38
男性 3,883 174 414 2.38











2,901 (46.2%) 2,774 (95.6%) 127 (4.4%)
男性 36 (41.9%) 36 (100.0%) 0 (0.0%)
女性 38 (35.5%) 37 (97.4%) 1 (2.6%)
男性 219 (34.7%) 217 (99.1%) 2 (0.9%)
女性 206 (38.9%) 198 (96.1%) 8 (3.9%)
男性 231 (43.9%) 223 (96.5%) 8 (3.5%)
女性 228 (41.5%) 221 (96.9%) 7 (3.1%)
男性 213 (47.9%) 203 (95.3%) 10 (4.7%)
女性 208 (47.3%) 193 (92.8%) 15 (7.2%)
男性 267 (50.1%) 255 (95.5%) 12 (4.5%)
女性 283 (52.4%) 264 (93.3%) 19 (6.7%)
男性 233 (53.4%) 224 (96.1%) 9 (3.9%)
女性 265 (56.5%) 253 (95.5%) 12 (4.5%)
男性 189 (45.7%) 181 (95.8%) 8 (4.2%)











注：1) 2008 年 3 月 3 日現在の「Yahoo!リサーチ」の登録モニター数である。 
2) メール発信倍率は、回収目標数を確保するため、調査実施機関の経験則により設定している。 
3) 18－19 歳のモニター数は、10 代全て（中学生以上）のモニター数を掲上している。なお、2009
年 7 月現在の「Yahoo!リサーチ」モニターにおける 18 歳の割合は 0.24％、19 歳の割合は 0.48％
であるそうなので（担当者への聞き取りによる）、調査時点での 18－19 歳のモニター数は本表に







図表 3－2－1－2 有効回答者の性･年代別分布状況 
（単位：人、％）  
  訪問面接調査 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査 
  計 男性 女性 計 男性 女性 
10 歳代 0 0 0 73 36 37
（％） - - - 100 49.3 50.7
20 歳代 140 53 87 415 217 198
（％） 100 37.9 62.1 100 52.3 47.7
30 歳代 249 102 147 444 223 221
（％） 100 41 59 100 50.2 49.8
40 歳代 299 126 173 396 203 193
（％） 100 42.1 57.9 100 51.3 48.7
50 歳代 352 162 190 519 255 264
（％） 100 46 54 100 49.1 50.9
60 歳代 359 184 175 477 224 253
（％） 100 51.3 48.7 100 47 53
70 歳以上 268 144 124 450 181 269
（％） 100 53.7 46.3 100 40.2 59.8
総計 1667 771 896 2774 1339 1435
（％） 100 46.3 53.7 100 48.3 51.7
資料：訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 















比較すると、訪問面接調査は 20 歳代、30 歳代の若年層の回答者の比率が低い一
方で、40 歳代以上の中・高年齢層(70 歳代を除く)の回答者の比率が高い結果にな
っている。特に、60 歳代の回答者の比率が 5 ポイント以上高くなっている。これ
は、60 歳代の在宅率の高さにも関係していると思われる。 
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18-19歳　20歳代  30歳代     40歳代　 50歳代   　 60歳代    70歳以上
 
  
































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
（参考：H17国勢調査）
インターネット調査
北海道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　        四国





















































　　　    管理職　　　　　事務職　　　　 　    無職主婦   　   無職その他
 
 

















中学校　　　　　　　　　　                              　　　　   　　　　　　その他・不明
　　　　　 　　　高校　　　　     　　　　　　　　大学・大学院
 
注：1)最終学歴の区分は次のとおりである。 
中学校   ：旧制小学校、旧制高等小学校、新制中学校 
      高校    ：旧制中学校、新制高等学校、新制専修学校 
      大学・大学院：旧制高等学校、旧制高等専門学校、旧制大学、旧制大学院、新制短期大学、
新制専門学校、新制大学、新制大学院 
  2) 本図表の「H12 国勢調査」は、総務省統計局『平成 12 年国勢調査』の「在学者」及び「未
就学者」を除く、「卒業者」の 20 歳以上 69 歳以下の人口である。 
また、「H12 国勢調査人口」の結果は、「小学校・中学校」を「中学校」、「高校・旧制中学」
を「高校」、「短大・高専」及び「大学・大学院」を「大学・大学院」に区分した。 
 3) インターネット調査及び H12 国勢調査の結果で「その他・不明」が数％あるのは、調査票のフ
ェースシートの最終学歴の選択肢に、「専門学校」がないことによると思われる。 
    なお、就業構造基本調査の調査票のフェースシートには、最終学歴の選択肢に「専門学校」が
設けられており、上記図の H19 就業構造基本調査の集計において、専門学校卒は大学･大学院卒
に含めて集計いる。 
 4) Ｈ19 就業構造基本調査の学歴区分は、総務省統計局『平成 19 年就業構造基本調査』の結果に
おける 20 歳以上の卒業者の割合を集計している。（注：就業構造基本調査では、日本全体の 15



























 → 図表 3－3－1－3,10,11,14（P41～46）  
③ 複数の選択肢から該当するものを一つだけ選ぶ問（S.A.）においては、全て
の選択肢が近い値となっていた。  
 → 図表 3－3－1－7（P43）  
















→ 図表 3－3－1－2(P40) 
⑥ 科学技術への関心や興味は、インターネット調査の結果のほうが高くなって
いる。  
→ 図表 3－3－1－1,5,6（P40～42）  
⑦ インターネット調査の回答者のほうが、科学技術がもたらした効果を高く評
価している。  




→ 図表 3－3－1－11,12（P45）  
⑨ 日本の科学技術の進展度や、教育については、面接調査の回答者のほうが高
く評価している。  
→ 図表 3－3－1－14,16（P46,47）  
⑩ 自然エネルギーや革新的なエネルギーが普及した社会の実現性については、
インターネット調査の回答者のほうが期待している。  
→ 図表 3－3－1－19（P49）  
⑪ 今後貢献すべき分野については、インターネット調査の回答者のほうが、多
くの分野における貢献を期待している。  
→ 図表 3－3－1－20（P49）  
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どちらともいえない わからない  
資料：訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 
インターネット調査は科学技術政策研究所『科学技術に関する意識調査（2008 年 3 月調査）』の
結果である。 以下同じ。 
 
































































































































































































































































































































































































































































































































とが確認されている（図表 2－1－7－2（P13）参照）。  
 内閣府が「生活」をテーマにして行った先行研究においても、比較対照とした
問又は選択肢（「その他」「わからない」を除く）の 7 割で統計学的に有意な差が

















意な差が出た問又は選択肢の出現割合は、全体で 7 割程度(71.2％)となった。 
 
図表 3－3－2－1 科学技術をテーマにして実施した比較調査の検定結果 
（有意な差が出た問または選択肢の数及びその出現割合）  
該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/問・選択肢数 割合
10/15 66.7% 0/5 0.0% 37/46 80.4% 47/66 71.2%











のうち 37 の選択肢（率にして 80.4％）において、有意水準 5％で有意な差が確認
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図表 3－3－2－2 科学技術をテーマにして実施した比較調査の検定結果 
（段階評価の選択肢を選ぶ質問） 






































































































15 63.5 70.5 7.0 ＊＊＊
14 62.1 62.4 0.3
＊＊＊
13 87.7 85.8 -1.9 ＊
12 34.9 25.7 -9.2
＊＊＊
11 78.3 80.0 1.7 －
10 72.3 63.5 -8.8
＊＊＊
9 60.5 66.8 6.3 ＊＊＊
8 69.6 58.4 -11.2
＊＊＊
7 77.1 78.5 1.4 －
6 54.1 61.0 6.9
＊＊＊
5 82.4 87.2 4.8 ＊＊＊
4 60.4 72.2 11.8



































資料：訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 
インターネット調査は科学技術政策研究所『科学技術に関する意識調査（2008 年 3 月調査）』の
結果である。 
注：1)肯定的な意見の選択率の合計値（a＋b）の差（回答比率の差）を用いて検定している。 
  2)有意水準 5％で有意な差が開かなかった問について、調査結果の差の値を着色している。  
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1 ａ）専門的すぎてわからない 36.6 33.8 -2.8 －
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 24.3 25.3 1.0 －
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 19.3 18.3 -1.0 －
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 8.9 8.1 -0.8 －

















者に対する質問であるため、この問の有効回答数 n は他の問と異なっている。 
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1 ａ）テレビ 83.9 84.5 0.6 －
2 ｂ）新聞 58.3 59.1 0.8 －
3 ｃ）インターネット 19.2 53.2 34.0 ＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 11.0 14.8 3.8 ＊＊＊
5 ｅ）家族や友人との会話など 10.3 14.2 3.9 ＊＊＊
6 ｆ）ラジオ 9.5 10.5 1.0 －
7 ｇ）仕事を通じて 8.0 6.4 -1.6 ＊＊
8 ｈ）書籍 5.7 9.2 3.5 ＊＊＊
9 ｉ）専門誌 4.4 7.3 2.9 ＊＊＊
10 ｊ）科学館・博物館 4.3 8.7 4.4 ＊＊＊
11 ｋ）シンポジウム、講演会 2.3 3.8 1.5 ＊＊＊
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 1.6 3.0 1.4 ＊＊＊
13 ｍ）どこからも得ていない 4.5 3.7 -0.8 －
14 ａ）地球環境問題 61.3 63.0 1.7 －
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 52.4 67.0 14.6 ＊＊＊
16 ｃ）エネルギー問題 48.4 57.5 9.1 ＊＊＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 35.6 54.9 19.3 ＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 33.4 46.6 13.2 ＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 33.0 40.9 7.9 ＊＊＊
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 32.2 43.4 11.2 ＊＊＊
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 27.8 54.2 26.4 ＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 20.8 36.4 15.6 ＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 20.6 21.6 1.0 －
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 15.7 31.2 15.5 ＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 59.7 67.3 7.6 ＊＊＊
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 57.0 64.5 7.5 ＊＊＊
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 51.7 72.2 20.5 ＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること 46.1 47.5 1.4 －
29 ｅ）情報の氾濫 37.2 42.2 5.0 ＊＊＊
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 37.1 48.0 10.9 ＊＊＊
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 33.1 40.1 7.0 ＊＊＊
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.7 33.8 2.1 －
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 27.1 31.4 4.3 ＊＊＊
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.0 25.7 2.7 ＊＊
35 ｋ）仕事が奪われること 10.0 7.5 -2.5 ＊＊＊
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 72.8 77.5 4.7 ＊＊＊
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 71.4 78.7 7.3 ＊＊＊
38 ｃ廃棄物の処理・処分 48.5 62.3 13.8 ＊＊＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 47.8 60.1 12.3 ＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 40.2 45.6 5.4 ＊＊＊
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 34.3 35.1 0.8 －
42 ｇ）情報・通信 27.0 31.0 4.0 ＊＊＊
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 25.0 30.9 5.9 ＊＊＊
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 21.4 30.7 9.3 ＊＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 18.5 22.0 3.5 ＊＊＊







































割合を比較した（図表 3－3－3－1～5、3－3－3－8～16）。  
次に、4 段階に設定した開きの階級ごとに点数を付与して、1 問当たりの平均
点を科学技術政策研究所、労働政策研究･研修機構及び内閣府の 3 者がそれぞれ


































毎に点数（3％～5％未満までの開きに 1 点、5％～10％未満までの開きに 3 点、③
10％～20％未満までの開きに 6点、④20％以上の開きに 12点）を付与して見ると、
段階評価の選択肢から該当するものを一つ選ぶ問では、「科学技術」をテーマにし
た比較調査の 1 問当たりの点数が 2.27 と最も低い結果（開きの程度が最も小さい
ということを示している）となっているが、「労働」をテーマにした比較調査 1









の平均点が 2.34、「生活」をテーマとした比較調査の平均点が 2.42 と、全体的に
見れば、3 者が行った比較調査の結果の開き具合は、同程度であったことが分か























なことを問う質問では、開きがあまり生じていない（図表 3－3－3－8）。  
③ 労働政策研究・研修機構による「労働」をテーマにした比較調査においても、
段階評価の選択肢から該当するものを一つ選ぶ問では、8 割を超える問（79 問











図表 3－3－3－1 結果が 3％以上開いた問又は選択肢の出現割合の比較  
比較調査実施機関 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合
科学技術政策研究所 10/15 66.7% 0/5 0.0% 30/46 65.2%
労働政策研究･研修機構 64/79 81.0% 12/22 60.0% 4/7 57.1%









注：1)科学技術政策研究所のデータは科学技術政策研究所で 2008 年 3 月に実施した調査の結果である。 
2)労働政策研究・研修機構のデータは「労働政策研究報告書 No.17 インターネット調査は社会調査
に利用できるか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」P320～P347 より作成。 
3)内閣府のデータは「世論調査の調査方法に関する試験調査結果報告書（平成 18 年 8 月）」P45～
P48 より作成。 
4)S.A.は Single Answer（１つだけ選択）、M.A.は Multiple Answer（複数選択可）の略。 
5)詳細は図表 3－3－3－8～16 を参照。  
 
図表 3－3－3－2 結果が 5％以上開いた問又は選択肢の出現割合の比較  
比較調査実施機関 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合
科学技術政策研究所 9/15 60.0% 0/5 0.0% 22/46 47.8%
労働政策研究･研修機構 42/79 53.2% 8/22 36.4% 2/7 28.6%









注：図表 3－3－3－1 の注：1)～5)に同じ。 
 
図表 3－3－3－3 結果が 10％以上開いた問又は選択肢の出現割合の比較  
比較調査実施機関 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合
科学技術政策研究所 2/15 13.3% 0/5 0.0% 12/46 26.1%
労働政策研究･研修機構 17/79 21.5% 3/22 13.6% 1/7 14.3%













図表 3－3－3－4 結果が 20％以上開いた問又は選択肢の出現割合の比較  
比較調査実施機関 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合
科学技術政策研究所 0/15 0.0% 0/5 0.0% 3/46 6.5%
労働政策研究･研修機構 1/79 1.3% 0/22 0.0% 0/7 0.0%









注：図表 3－3－3－1 の注：1)～5)に同じ。 
 







































図表 3－3－3－6 結果が 3％以上開いた問又は選択肢の開きの程度（点数化）の比較表  
比較調査実施機関 点数/問数 平均点 点数/選択肢数 平均点 点数/選択肢数 平均点
科学技術政策研究所 34/15 2.27 0/5 0.00 128/46 2.78
労働政策研究･研修機構 205/79 2.59 37/22 1.68 11/7 1.57










～10％未満までの開きを 3 点、③10％～20％未満までの開きを 6 点、④20％以上の開きを 12 点
として計算した。点数が大きいほど、開きの程度が大きいことを示している。 
2)詳細は図表 3－3－3－8～16 を参照。 
 























注：図表 3－3－3－6 の注 1)～2)に同じ。  
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図表 3－3－3－8 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜科学技術政策研究所による比較調査＞ 


























































































































15 63.5 70.5 7.0 3
14 62.1 62.4 0.3
3
13 87.7 85.8 -1.9  
12 34.9 25.7 -9.2
3
11 78.3 80.0 1.7  
10 72.3 63.5 -8.8
6
9 60.5 66.8 6.3 3
8 69.6 58.4 -11.2
3
7 77.1 78.5 1.4  
6 54.1 61.0 6.9
6
5 82.4 87.2 4.8 1
4 60.4 72.2 11.8
7.6 3






































資料：訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 
インターネット調査は科学技術政策研究所『科学技術に関する意識調査（2008 年 3 月調査）』の
結果である。 
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図表 3－3－3－9(1) 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜労働政策研究･研修機構による比較調査＞ 













































































































19 14.3 9.7 -4.6 ＊
18 28.9 22.2 -6.7
＊＊
17 21.5 13.5 -8.0 ＊＊
16 22.8 15.4 -7.4
　
15 23.0 14.3 -8.7 ＊＊
14 24.4 22.0 -2.4
＊＊＊
13 35.3 24.0 -11.3 ＊＊＊
12 28.2 17.2 -11.0
＊＊＊
11 25.2 15.8 -9.4 ＊＊
10 63.8 49.1 -14.7
＊
9 79.9 76.6 -3.3 ＊
8 74.6 70.2 -4.4
＊
7 55.4 68.7 13.3 ＊＊＊
6 60.8 57.0 -3.8
＊＊＊
5 74.8 67.7 -7.1 ＊＊
4 19.3 8.0 -11.3
-7.8 ＊＊
































に利用できるか－実験調査による検証結果－（2005 年 1 月）」 
注：1)モニター型調査は 5 社で実施され、そのうち 4 社はインターネットで、1 社は郵送による書面
で調査が実施されている。 
   2)モニター型調査の 5 社の平均は、それぞれの調査の有効回答数に対する回答比率を加重平均し
ている。なお、各社の有効回答数は、Ａ社が 981 人、Ｂ社が 1423 人、Ｃ社が 657 人、Ｄ社が
1072 人、Ｅ社が 1344 人となっている（図表 2－1－5－1 参照[P10]）。 
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図表 3－3－3－9(2) 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜労働政策研究･研修機構による比較調査＞ 



































































































































38 82.0 75.6 -6.4
＊
37 46.7 54.3 7.6 ＊＊
36 82.3 78.3 -4.0
＊＊＊
35 56.6 60.7 4.1 ＊
34 49.3 36.0 -13.3
＊
33 24.5 31.5 7.0 ＊＊
32 35.8 39.1 3.3
＊＊＊
31 63.8 67.1 3.3 ＊
30 45.7 59.6 13.9
＊
29 28.0 20.6 -7.4 ＊＊
28 59.5 63.6 4.1
　
27 65.7 78.8 13.1 ＊＊＊
26 60.3 59.1 -1.2
　
25 81.6 85.6 4.0 ＊
24 35.8 36.9 1.1
＊＊
23 59.9 52.4 -7.5 ＊＊

























図表 3－3－3－9(3) 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜労働政策研究･研修機構による比較調査＞ 

































































































































































39 31.4 36.8 5.4
40 63.5 72.8 9.3
　
42 90.6 87.4 -3.2 ＊
41 28.0 30.1 2.1
＊＊＊＊
44 36.2 33.2 -3.0 ＊
43 61.8 41.5 -20.3
＊＊＊
46 59.6 49.7 -9.9 ＊＊
45 36.0 50.0 14.0
＊＊＊
48 32.5 23.0 -9.5 ＊＊
47 79.9 66.2 -13.7
＊
50 76.0 65.8 -10.2 ＊＊＊
49 60.1 63.3 3.2
＊
52 40.8 42.3 1.5 　
51 46.4 42.0 -4.4
＊
54 36.1 43.9 7.8 ＊＊
53 58.3 61.9 3.6
＊＊
58 73.6 76.8 3.2
55 25.3 30.6 5.3
＊＊
＊＊＊
56 35.2 41.2 6.0
57 61.5 50.4 -11.1
＊






61 36.4 45.0 8.6 ＊＊






図表 3－3－3－9(4) 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜労働政策研究･研修機構による比較調査＞ 































































































































63 27.4 27.4 0.0 　
62 28.3 33.0 4.7





78 74.8 82.4 7.6Q19-3　失業した場合の対応＜仕事内容にこだわりたい＞
1.4
　












































図表 3－3－3－10 段階評価の選択肢を１つ選ぶ質問（Single Answer）における 
肯定的な回答の和の比較 
＜内閣府による比較調査＞ 
























































資料：内閣府「世論調査の調査方法に関する試験調査結果報告書（平成 18 年 8 月）」 
注：1)比較調査は、訪問面接調査が 1 社、インターネット調査が 2 社で実施されている。 
   2)インターネット調査の 2 社の平均は、それぞれの調査の有効回答数に対する回答比率を加重平



































1 ａ）専門的すぎてわからない 36.6 33.8 -2.8
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 24.3 25.3 1.0   
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 19.3 18.3 -1.0   
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 8.9 8.1 -0.8   














資料：図表 3－3－3－8 の資料と同じ。 
 






























1 ａ）１つの企業に長く勤め、だんだん管理的な地位になっていくコース 19.3 12.3 -7.0 ＊＊ 3
2 ｂ）いくつかの企業を経験して、だんだん管理的な地位になっていくコース 9.9 10.2 0.3   
3 ｃ）１つの企業に長く勤め、ある仕事の専門家になるコース 20.9 17.4 -3.5 ＊ 1
4 ｄ）いくつかの企業を経験して、ある仕事の専門家になるコース 18.3 30.7 12.4 ＊＊＊ 6
5 ｅ）最初は雇われて働き、後に独立して仕事をするコース 11.7 16.1 4.4 ＊ 1
6 ｅ）最初から独立して仕事をするコース 2.7 1.1 -1.6   
7 f）どちらともいえない 14.1 9.3 -4.8 ＊ 1
8 ａ）上 0.8 1.2 0.4 　  
9 ｂ）中の上 10.5 15.1 4.6 ＊ 1
10 ｃ）中の中 50.1 39.0 -11.1 ＊＊＊ 6
11 ｄ）中の下 27.3 29.4 2.1 　
12 ｅ）下 7.8 10.3 2.5  
13 ａ）企業の雇用維持の支援 9.8 12.0 2.2 　
14 ｂ）新規雇用機会の創出の支援 6.3 14.5 8.2 ＊＊ 3
15 ｃ）再就職支援（職業紹介、情報提供） 24.1 22.6 -1.5  
16 ｄ）適職や職業能力についての相談（カウンセリング） 5.5 5.0 -0.5 　  
17 ｅ）就職困難者（長期失業者、高齢者等）に対する支援 7.9 8.2 0.3
18 ｅ）職業訓練 4.9 4.9 0.0  
19 ｅ）失業時の生活保障 37.6 29.9 -7.7 ＊＊ 3
20 ａ）貧富の差の少ない平等社会 29.0 19.6 -9.4 ＊＊ 3
21 ｂ）意欲や能力に応じ自由に競争できる社会 42.6 57.3 14.7 ＊＊＊ 6



















注：図表 3－3－3－9(1)の資料、注意書きに同じ。  
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1 ア）自由時間をもっと増やしたい 29.6 19.9 -9.7 ＊＊ 3
2 イ）収入をもっと増やしたい 50.8 59.6 8.8 ＊＊ 3














































1 ａ）企業の雇用維持の支援 33.9 38.4 4.5 ＊ 1
2 ｂ）新規雇用機会の創出の支援 23.4 39.6 16.2 ＊＊＊ 6
3 ｃ）再就職支援（職業紹介、情報提供） 69.9 68.3 -1.6  
4 ｄ）適職や職業能力についての相談（カウンセリング） 30.2 22.5 -7.7 ＊＊ 3
5 ｅ）就職困難者（長期失業者、高齢者等）に対する支援 34.3 34.9 0.6
6 ｅ）職業訓練 24.3 25.3 1.0  













































1 ａ）テレビ 83.9 84.5 0.6
2 ｂ）新聞 58.3 59.1 0.8
3 ｃ）インターネット 19.2 53.2 34.0 ＊＊＊＊ 12
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 11.0 14.8 3.8 ＊ 1
5 ｅ）家族や友人との会話など 10.3 14.2 3.9 ＊ 1
6 ｆ）ラジオ 9.5 10.5 1.0
7 ｇ）仕事を通じて 8.0 6.4 -1.6
8 ｈ）書籍 5.7 9.2 3.5 ＊ 1
9 ｉ）専門誌 4.4 7.3 2.9
10 ｊ）科学館・博物館 4.3 8.7 4.4 ＊ 1
11 ｋ）シンポジウム、講演会 2.3 3.8 1.5
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 1.6 3.0 1.4
13 ｍ）どこからも得ていない 4.5 3.7 -0.8
14 ａ）地球環境問題 61.3 63.0 1.7
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 52.4 67.0 14.6 ＊＊＊ 6
16 ｃ）エネルギー問題 48.4 57.5 9.1 ＊＊ 3
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 35.6 54.9 19.3 ＊＊＊ 6
18 ｅ）宇宙開発 33.4 46.6 13.2 ＊＊＊ 6
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 33.0 40.9 7.9 ＊＊ 3
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 32.2 43.4 11.2 ＊＊＊ 6
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 27.8 54.2 26.4 ＊＊＊＊ 12
22 ｉ）海洋開発 20.8 36.4 15.6 ＊＊＊ 6
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 20.6 21.6 1.0
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 15.7 31.2 15.5 ＊＊＊ 6
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 59.7 67.3 7.6 ＊＊ 3
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 57.0 64.5 7.5 ＊＊ 3
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 51.7 72.2 20.5 ＊＊＊＊ 12
28 ｄ）個人情報が悪用されること 46.1 47.5 1.4
29 ｅ）情報の氾濫 37.2 42.2 5.0 ＊＊ 3
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 37.1 48.0 10.9 ＊＊＊ 6
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 33.1 40.1 7.0 ＊＊ 3
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.7 33.8 2.1
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 27.1 31.4 4.3 ＊ 1
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.0 25.7 2.7
35 ｋ）仕事が奪われること 10.0 7.5 -2.5
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 72.8 77.5 4.7 ＊ 1
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 71.4 78.7 7.3 ＊＊ 3
38 ｃ廃棄物の処理・処分 48.5 62.3 13.8 ＊＊＊ 6
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 47.8 60.1 12.3 ＊＊＊ 6
40 ｅ）防災や安全対策 40.2 45.6 5.4 ＊＊ 3
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 34.3 35.1 0.8 　 　
42 ｇ）情報・通信 27.0 31.0 4.0 ＊ 1
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 25.0 30.9 5.9 ＊＊ 3
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 21.4 30.7 9.3 ＊＊ 3
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 18.5 22.0 3.5 ＊ 1





















注：図表 3－3－3－8 の資料と同じ。 
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1 ア）仕事に打ち込んでいる時 38.5 33.1 -5.4 ＊＊ 3
2 イ）勉強や教養などに身を入れている時 14.2 23.4 9.2 ＊＊ 3
3 ウ）趣味やスポーツに熱中している時 37.1 57.3 20.2 ＊＊＊＊ 12
4 エ）ゆったりと休養している時 38.8 42.9 4.1 ＊ 1
5 オ）家族団らんの時 54.5 42.4 -12.1 ＊＊＊ 6
6 カ）友人や知人と会合、雑談している時 44.0 32.5 -11.5 ＊＊＊ 6
7 キ）社会奉仕や社会活動をしている時 11.5 8.3 -3.2 ＊ 1
8 ア）外交･国際協力 38.8 31.1 -7.7 ＊＊ 3
9 イ）防衛･安全保障 30.8 20.3 -10.5 ＊＊＊ 6
10 ウ）行政改革 32.6 28.2 -4.4 ＊ 1
11 エ）地方分権の推進 14.5 11.8 -2.7 　 　
12 オ）財政構造改革 21.1 29.1 8.0 ＊＊ 3
13 カ）物価対策 35.2 28.6 -6.6 ＊＊ 3
14 キ）景気対策 54.5 46.0 -8.5 ＊＊ 3
15 ク）金融システム改革 12.3 15.3 3.0 ＊ 1
16 ケ）ＩＴ（情報推進技術）の推進 7.8 11.7 3.9 ＊ 1
17 コ）規制緩や新規産業の育成などの経済構造改革 9.5 12.1 2.6
18 サ）雇用･労働問題 43.9 40.1 -3.8 ＊ 1
19 シ）医療･年金等の社会保障構造改革 69.7 61.1 -8.6 ＊＊ 3
20 ス）教育改革･青少年対策 34.2 32.1 -2.1
21 セ）文化･スポーツの振興 10.1 13.0 2.9
22 ソ）科学技術の振興 9.6 11.3 1.7
23 タ）循環型社会の形成 10.7 13.2 2.5
24 チ）自然環境の保護 38.2 37.0 -1.2
25 ツ）生活環境の整備 21.0 26.6 5.6 ＊＊ 3
26 テ）土地･住宅問題 11.5 13.8 2.3
27 ト）税制改革 38.7 39.0 0.3
28 ナ）消費者保護対策 17.9 23.9 6.0 ＊＊ 3
29 ニ）防災 23.8 21.0 -2.8
30 ヌ）犯罪対策 44.4 45.6 1.2
31 ネ）交通安全対策 16.2 15.0 -1.2
32 ノ）少子化対策 41.8 45.4 3.6 ＊ 1
33 ハ）高齢社会対策 57.8 47.0 -10.8 ＊＊＊ 6
34 ヒ）男女共同参画社会の実現 7.9 7.7 -0.2
35 フ）資源･エネルギー対策 25.5 28.4 2.9
36 ヘ）中小企業対策 16.5 13.9 -2.6
37 ホ）農林漁業対策 14.2 11.0 -3.2 ＊ 1































30 代と 40 代では訪問面接調査とインターネット調査ともに「そう思う」又は「ど
ちらかというとそう思う」の合計割合が近似しているが、20 代と 50 代ではやや
開きがあり、60 代以降になると両調査間の開きは極めて大きくなっている。（図
表 3－3－4－4,9 なども同様の傾向あり。）  
また、図表 3－3－4－8 の「科学技術の発展により物の豊かさは向上した（Ｑ




このように、20 代から 50 代の年代層において、両調査間の結果に開きがあま
り生じていない質問及び年代層が相当数あることが確認されたことから、20 代か
ら 50 代までの 4 つの年代のサンプルについて、20～40 代、20～50 代、30～50
代、30～40 代の 4 区分を設定し、両調査間の選択率の差に着目して有意差検定を
実施した（図表 3－3－4－23(1)～3－3－4－26(3)[P127～138]）。  
その結果をまとめると図表 3－3－4－21(1),(2)［P123］のとおりであり、全年
代（全サンプル）を対象とした比較では、訪問面接調査とインターネット調査と
いう調査手法の違いにより、有意水準 5％で 7 割（71.2%）の問又は選択肢におい
て有意な差が生じていたが（図表 3－3－2－1[P50]参照）、20 代～50 代の年代で
は、有意な差が生じた問又は選択肢の出現割合が 5 割を切る（45.5%）ようになっ
ている。さらに、30 代～40 代に集計対象を限定したところ、有意な差が生じた問
又は選択肢の出現割合は有意水準 5％で 3 割を切る（27.3%）まで低下した。 











意な差があった問又は選択肢について、年代を 20 代～50 代又は 30 代～40 代に制
限することによって有意な差がなくなった問及び選択肢の特徴を分析することと
した（図表 3－3－4－22(1)～ (3)の黄色に着色した部分 [P124～126]）。  
分析は、①全サンプルの集計で調査結果に差がなかった問又は選択肢の特徴、
②集計の対象を 20 代～50 代に制限することにより差がなくなった問又は選択肢
の特徴、③多くの年代で差があった（年代を制限しても差がなくならなかった）












選択肢から該当するものを一つ選ぶ問では 5 問が該当し、そのうちの 4 問は肯
定的な意見の合計割合が 8 割又は 2 割を占めていた。これらの問は、一般常識
的に答えられるような問であったとも言える（図表 3－3－4－28(1)［P140］）。  
 （複数の選択肢から該当するものを一つだけ選ぶ質問） 




























  なお、Ｑ4－SQa の問は、Ｑ4 で「科学者や技術者の話を聞いてみたい」と
答えた人のみに具体的に聞いてみたい科学技術の話を質問しているため、答え
の傾向は同じになりやすいということも背景にあると考えられる。  








































































査の結果を比較すると、訪問面接調査の 70 歳以上の回答者の 22.7%が「どち
らともいえない」又は「わからない」と答えているのに対して、インターネッ
ト調査の 70 歳以上の回答者は、同じ質問において「どちらともいえない」又
は「わからない」と答えた者の割合は 8.0％と 15 ポイント近く低くなっている








3 問において、20 代～50 代に年齢層を制限しても両調査間の開き（有意な差）












を 20 代～50 代に制限しても両調査間の開き（有意な差）がなくならなかった
選択肢は以下のとおりであり、これらの選択肢は、いずれも専門性が高い事案








































































































  訪問面接調査 インターネット調査 
     計 男性 女性    計 男性 女性 
10 歳代 0 0 0 73 36 37
20 歳代 140 53 87 415 217 198
30 歳代 249 102 147 444 223 221
40 歳代 299 126 173 396 203 193
50 歳代 352 162 190 519 255 264
60 歳代 359 184 175 477 224 253
70 歳以上 268 144 124 450 181 269










































注：1)訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。 
2)インターネット調査は科学技術政策研究所『科学技術に関する意識調査（2008 年 3 月調査）』の
結果である。 

















































































































































































注：n は各調査の有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。 




























































注：n は各調査の有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。 







































































注：n は各調査の有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。 









































































注：n は各調査の有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。 




























































注：n は各調査の有効回答総数。各年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。 




































図表 3－3－4－3 情報は体験したり説明されれば大抵の人は理解できる(Ｑ3(1)) 
（総数・男性・女性・年代別） 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図表 3－3－4－7(3) 話を聞いてみたいと思わない理由(Ｑ4-SQb) [Ｓ．Ａ．] 
【「科学技術について話をしてくれる人がいないから」を選んだ者】 
（総数・男性・女性・年代別） 































































































































































































































































































































図表 3－3－4－10 科学技術の悪用や、誤使用される危険性が増えることへの懸念(Ｑ6(1)) 
（総数・男性・女性・年代別） 
79.5 80.7 78.9 79.7
70.9



































82.7 78.9 82.3 78.572.681.6 77.6 75.1
67.5












































































































































































































































































































































注：n は各調査の年代別の有効回答数であり、図表 3－3－4－1 の年代別の有効回答数と同じである。 
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注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 の年代別の図を参照のこ





































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 の年代別の図を参照のこ



































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 の年代別の図を参照のこ








































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 の年代別の図を参照のこ






























































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-1 の年代別の図を参照のこ













































































































図表 3－3－4－14 日本の科学技術は諸外国に比べ進んでいる(Ｑ9(1)) 
（総数・男性・女性・年代別） 






















答数は図表 3-3-4-1 を参照のこと。以下の 2 つの図も同じ。  
 
(男性年代別） 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































注：n は各調査の年代別の有効回答数であり、図表 3－3－4－1 の年代別の有効回答数と同じである。 
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注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-7 を参照のこと。 
































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-7 を参照のこと。 

































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-7 を参照のこと。 







































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-7 を参照のこと。 
































































注：n は各調査における有効回答総数。年代別の有効回答数は図表 3-3-4-7 を参照のこと。 





































図表 3－3－4－21(1) 20 代～50 代の年代における調査手法の違いによる結果の有意性 
（有意水準 5％で有意な差があった問又は選択肢の出現割合） 
 
集計区分 該当数/問数 割合 該当数/選択肢数 割合 該当数/選択肢数 割合
全サンプル 10/15 66.7% 0/5 0.0% 37/46 80.4%
20代～40代のみ 7/15 46.7% 1/5 20.0% 24/46 52.2%
20代～50代のみ 9/15 60.0% 0/5 0.0% 21/46 45.7%
30代～50代のみ 10/15 66.7% 0/5 0.0% 17/46 37.0%





























 2)全サンプルのサンプル数は、訪問面接調査が 1667 人、インターネット調査が 2774 人である。 
3)20 代～40 代のサンプル数は、訪問面接調査が 688 人、インターネット調査が 1255 人である。 
4)20 代～50 代のサンプル数は、訪問面接調査が 1040 人、インターネット調査が 1774 人である。 
5)30 代～50 代のサンプル数は、訪問面接調査が 900 人、インターネット調査が 1359 人である。 
6)30 代～40 代のサンプル数は、訪問面接調査が 548 人、インターネット調査が 840 人である。 
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図表 3－3－4－22(1) 20 代～50 代の年代における調査手法の違いによる結果の有意性 




















































































































































































































































  2)水色に着色した欄は、5％水準で有意差なしだったものが有意差ありとなったことを示している。 
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図表 3－3－4－22(2) 20 代～50 代の年代における調査手法の違いによる結果の有意性 



























1 ａ）専門的すぎてわからない － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない － －　→　＊＊ －　→　－ －　→　－ －　→　－
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－





































































図表 3－3－4－22(3) 20 代～50 代の年代における調査手法の違いによる結果の有意性 



























1 ａ）テレビ － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
2 ｂ）新聞 － －　→　＊＊＊ －　→　＊＊＊ －　→　＊ －　→　＊＊＊
3 ｃ）インターネット ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
5 ｅ）家族や友人との会話など ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
6 ｆ）ラジオ － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
7 ｇ）仕事を通じて ＊＊ ＊＊　→　＊＊ ＊＊　→　＊＊ ＊＊　→　－　 ＊＊　→　－　
8 ｈ）書籍 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
9 ｉ）専門誌 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊→＊＊
10 ｊ）科学館・博物館 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　－
11 ｋ）シンポジウム、講演会 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　＊
13 ｍ）どこからも得ていない － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
14 ａ）地球環境問題 － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　＊
16 ｃ）エネルギー問題 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊　→　＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　－
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 － －　→　＊ －　→　－ －　→　－ －　→　＊
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊　→　－
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊→＊＊ ＊＊＊　→　－
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること － －　→　＊＊＊ －　→　－ －　→　－ －　→　＊＊
29 ｅ）情報の氾濫 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊　→　－
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　－
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること － －　→　－ －　→　－ －　→　－ －　→　－
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
34 ｊ）人間が怠惰になること ＊＊ ＊＊　→　＊＊ ＊＊　→　－ ＊＊　→　－ ＊＊　→　－
35 ｋ）仕事が奪われること ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　－
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　＊
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
38 ｃ廃棄物の処理・処分 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 ＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 － －　→　＊＊ －　→　－ －　→　－ －　→　－
42 ｇ）情報・通信 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊→＊＊
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 ＊＊＊ ＊＊＊　→　＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊＊ ＊＊＊→＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 ＊＊＊ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－ ＊＊＊　→　－
























































図表 3－3－4－23(1) 20 代～40 代の回答に限定した比較調査の検定結果 
（段階評価の選択肢を選ぶ質問） 





























































































5 84.9 85.9 1.0 ＊＊＊　→　－
4 64.5 70.5 5.9
＊＊＊　→　－
7 78.2 79.0 0.8 －　→　－
6 60.4 60.2 -0.1
＊＊＊→＊＊＊
9 60.5 60.7 0.2 ＊＊＊　→　－
8 60.0 51.1 -8.9













13 86.9 80.5 -6.4
＊＊＊　→　－
14 62.8 58.1 -4.7













































図表 3－3－4－23(2) 20 代～40 代の回答に限定した比較調査の検定結果 




















1 ａ）専門的すぎてわからない 32.8 35.0 2.2 －　→　－
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 25.0 29.2 4.2 －　→　－
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 24.0 15.9 -8.1 －　→　＊＊
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 7.8 8.8 0.9 －　→　－






































































1 ａ）テレビ 84.0 82.2 -1.9 －　→　－
2 ｂ）新聞 53.0 43.8 -9.2 －　→　＊＊＊
3 ｃ）インターネット 32.6 58.9 26.3 ＊＊＊→＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 11.0 13.0 1.9 ＊＊＊　→　－
5 ｅ）家族や友人との会話など 12.3 10.6 -1.7 ＊＊＊　→　－
6 ｆ）ラジオ 8.4 8.6 0.2 －　→　－
7 ｇ）仕事を通じて 9.7 7.1 -2.6 ＊＊　→　＊＊
8 ｈ）書籍 4.8 7.2 2.4 ＊＊＊　→　＊＊
9 ｉ）専門誌 3.8 7.4 3.7 ＊＊＊→＊＊＊
10 ｊ）科学館・博物館 6.5 7.1 0.6 ＊＊＊　→　－
11 ｋ）シンポジウム、講演会 1.9 2.3 0.4 ＊＊＊　→　－
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 1.2 2.6 1.5 ＊＊＊　→　＊＊
13 ｍ）どこからも得ていない 3.6 5.1 1.5 －　→　－
14 ａ）地球環境問題 60.6 59.9 -0.6 －　→　－
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 58.1 63.7 5.6 ＊＊＊　→　＊＊
16 ｃ）エネルギー問題 47.1 55.3 8.3 ＊＊＊→＊＊＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 37.8 54.7 16.8 ＊＊＊→＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 38.7 52.4 13.7 ＊＊＊→＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 32.2 36.2 4.0 ＊＊＊　→　－
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 40.3 42.7 2.4 ＊＊＊　→　－
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 33.5 58.2 24.7 ＊＊＊→＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 18.9 36.3 17.4 ＊＊＊→＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 18.5 22.9 4.4 －　→　＊
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 18.9 29.3 10.4 ＊＊＊→＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 56.0 58.6 2.7 ＊＊＊　→　－
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 58.7 60.5 1.8 ＊＊＊　→　－
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 64.4 71.3 6.9 ＊＊＊→＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること 54.5 48.2 -6.3 －　→　＊＊＊
29 ｅ）情報の氾濫 40.3 42.8 2.6 ＊＊＊　→　－
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 35.1 40.3 5.3 ＊＊＊　→　＊＊
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 34.7 40.7 6.0 ＊＊＊→＊＊＊
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.1 30.0 -1.1 －　→　－
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 27.5 30.1 2.6 ＊＊＊　→　－
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.1 27.3 4.2 ＊＊　→　＊＊
35 ｋ）仕事が奪われること 8.7 8.4 -0.4 ＊＊＊　→　－
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 78.0 72.8 -5.2 ＊＊＊　→　＊＊
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 78.5 76.1 -2.4 ＊＊＊　→　－
38 ｃ廃棄物の処理・処分 50.6 56.2 5.7 ＊＊＊　→　＊＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 44.8 53.5 8.7 ＊＊＊→＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 41.6 39.1 -2.4 ＊＊＊→＊＊＊
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 37.8 32.6 -5.2 －　→　＊＊
42 ｇ）情報・通信 31.4 30.0 -1.4 ＊＊＊　→　－
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 25.9 27.3 1.4 ＊＊＊　→　－
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 25.2 29.8 4.6 ＊＊＊　→　＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 18.8 19.4 0.7 ＊＊＊　→　－


































図表 3－3－4－24(1) 20 代～50 代の回答に限定した比較調査の検定結果 
（段階評価の選択肢を選ぶ質問） 






























































































5 85.3 86.8 1.5 ＊＊＊　→　－
4 63.9 71.2 7.4
＊＊＊　→　＊＊
7 77.8 78.9 1.1 －　→　－
6 56.7 60.9 4.2
＊＊＊→＊＊＊
9 61.7 62.9 1.2 ＊＊＊　→　－
8 65.2 53.2 -12.0














13 88.3 82.8 -5.5
＊＊＊　→　＊＊
14 65.3 59.8 -5.5

















































図表 3－3－4－24(2) 20 代～50 代の回答に限定した比較調査の検定結果 




















1 ａ）専門的すぎてわからない 37.3 33.4 -3.9 －　→　－
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 24.0 27.0 3.1 －　→　－
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 23.3 18.3 -5.0 －　→　－
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 6.2 8.2 2.1 －　→　－






































































1 ａ）テレビ 84.3 83.4 -0.9 －　→　－
2 ｂ）新聞 56.9 50.8 -6.1 －　→　＊＊＊
3 ｃ）インターネット 27.8 57.2 29.4 ＊＊＊→＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 12.2 14.4 2.2 ＊＊＊　→　－
5 ｅ）家族や友人との会話など 11.3 12.2 0.8 ＊＊＊　→　－
6 ｆ）ラジオ 8.9 8.5 -0.4 －　→　－
7 ｇ）仕事を通じて 9.6 7.3 -2.3 ＊＊　→　＊＊
8 ｈ）書籍 6.0 7.5 1.5 ＊＊＊　→　－
9 ｉ）専門誌 4.8 7.0 2.2 ＊＊＊→＊＊
10 ｊ）科学館・博物館 5.1 7.3 2.2 ＊＊＊→＊＊
11 ｋ）シンポジウム、講演会 2.0 2.7 0.6 ＊＊＊　→　－
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 1.6 2.7 1.1 ＊＊＊　→　＊
13 ｍ）どこからも得ていない 3.5 4.5 0.9 －　→　－
14 ａ）地球環境問題 62.8 59.9 -2.9 －　→　－
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 56.2 65.7 9.5 ＊＊＊→＊＊＊
16 ｃ）エネルギー問題 48.5 56.1 7.6 ＊＊＊→＊＊＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 36.7 53.9 17.2 ＊＊＊→＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 35.7 51.0 15.3 ＊＊＊→＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 33.4 37.8 4.4 ＊＊＊　→　＊
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 37.7 42.6 5.0 ＊＊＊→＊＊
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 33.4 58.7 25.3 ＊＊＊→＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 20.0 36.9 16.9 ＊＊＊→＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 19.3 21.7 2.4 －　→　－
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 17.2 31.3 14.1 ＊＊＊→＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 59.3 63.7 4.4 ＊＊＊→＊＊
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 58.1 61.6 3.5 ＊＊＊　→　＊
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 61.3 72.4 11.2 ＊＊＊→＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること 51.0 48.7 -2.3 －　→　－
29 ｅ）情報の氾濫 39.6 43.2 3.6 ＊＊＊　→　＊
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 36.8 44.5 7.7 ＊＊＊→＊＊＊
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 33.9 39.5 5.5 ＊＊＊→＊＊＊
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.7 30.5 -1.2 －　→　－
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 27.7 30.0 2.3 ＊＊＊　→　－
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.0 25.4 2.4 ＊＊　→　－
35 ｋ）仕事が奪われること 9.3 7.3 -2.0 ＊＊＊　→　＊
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 78.1 74.6 -3.5 ＊＊＊　→　＊＊
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 78.4 77.3 -1.1 ＊＊＊　→　－
38 ｃ廃棄物の処理・処分 51.8 59.0 7.2 ＊＊＊→＊＊＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 47.1 56.1 9.0 ＊＊＊→＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 42.4 41.2 -1.2 ＊＊＊　→　－
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 35.5 32.8 -2.7 －　→　－
42 ｇ）情報・通信 30.3 30.0 -0.3 ＊＊＊　→　－
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 26.5 28.4 1.8 ＊＊＊　→　－
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 23.6 29.5 5.9 ＊＊＊→＊＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 19.2 20.7 1.5 ＊＊＊　→　－


































図表 3－3－4－25(1) 30 代～50 代の回答に限定した比較調査の検定結果 
（段階評価の選択肢を選ぶ質問） 






































































































14 65.4 61.2 -4.1
15 63.7 69.6 6.0
－　→　＊＊
13 89.9 84.6 -5.3














9 61.9 63.7 1.8 ＊＊＊　→　－
8 67.3 54.8 -12.5
＊＊＊→＊＊＊
7 77.4 78.9 1.5 －　→　－
6 54.5 61.5 7.0
＊＊＊→＊＊＊
5 85.2 87.2 2.0 ＊＊＊　→　－
4 64.3 72.1 7.8



































図表 3－3－4－25(2) 30 代～50 代の回答に限定した比較調査の検定結果 




















1 ａ）専門的すぎてわからない 40.2 33.5 -6.7 －　→　－
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 21.1 25.8 4.7 －　→　－
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 23.2 21.2 -2.0 －　→　－
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 5.7 5.9 0.2 －　→　－






































































1 ａ）テレビ 84.1 83.7 -0.4 －　→　－
2 ｂ）新聞 59.4 55.9 -3.6 －　→　＊
3 ｃ）インターネット 25.8 57.1 31.3 ＊＊＊→＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 12.6 15.0 2.5 ＊＊＊　→　－
5 ｅ）家族や友人との会話など 10.4 11.6 1.2 ＊＊＊　→　－
6 ｆ）ラジオ 9.3 9.1 -0.3 －　→　－
7 ｇ）仕事を通じて 9.4 7.7 -1.8 ＊＊　→　－　
8 ｈ）書籍 6.4 7.5 1.0 ＊＊＊　→　－
9 ｉ）専門誌 5.0 6.5 1.5 ＊＊＊　→　－
10 ｊ）科学館・博物館 5.2 8.6 3.4 ＊＊＊→＊＊＊
11 ｋ）シンポジウム、講演会 2.1 2.7 0.5 ＊＊＊　→　－
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 1.3 2.3 0.9 ＊＊＊　→　＊
13 ｍ）どこからも得ていない 3.9 4.0 0.1 －　→　－
14 ａ）地球環境問題 64.3 60.9 -3.4 －　→　－
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 56.3 67.1 10.8 ＊＊＊→＊＊＊
16 ｃ）エネルギー問題 50.1 55.9 5.8 ＊＊＊→＊＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 37.4 52.7 15.2 ＊＊＊→＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 35.0 50.3 15.3 ＊＊＊→＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 34.2 39.0 4.8 ＊＊＊　→　＊
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 37.7 41.3 3.7 ＊＊＊　→　－
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 33.5 58.5 25.0 ＊＊＊→＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 20.6 37.7 17.1 ＊＊＊→＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 19.9 22.2 2.3 －　→　－
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 16.9 32.2 15.3 ＊＊＊→＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 62.4 67.3 4.9 ＊＊＊→＊＊
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 57.4 62.0 4.6 ＊＊＊→＊＊
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 61.5 73.6 12.1 ＊＊＊→＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること 49.8 48.0 -1.8 －　→　－
29 ｅ）情報の氾濫 39.2 43.2 4.0 ＊＊＊　→　＊
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 38.8 46.4 7.6 ＊＊＊→＊＊＊
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 34.7 37.9 3.2 ＊＊＊　→　－
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.9 30.5 -1.4 －　→　－
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 28.6 29.6 1.1 ＊＊＊　→　－
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.2 24.1 0.9 ＊＊　→　－
35 ｋ）仕事が奪われること 9.4 6.0 -3.5 ＊＊＊→＊＊＊
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 78.3 75.9 -2.5 ＊＊＊　→　－
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 78.4 78.2 -0.2 ＊＊＊　→　－
38 ｃ廃棄物の処理・処分 52.9 60.2 7.4 ＊＊＊→＊＊＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 48.1 57.9 9.8 ＊＊＊→＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 42.6 42.6 0.0 ＊＊＊　→　－
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 34.4 32.7 -1.6 －　→　－
42 ｇ）情報・通信 30.5 28.4 -2.1 ＊＊＊　→　－
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 27.8 28.6 0.8 ＊＊＊　→　－
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 23.3 29.7 6.5 ＊＊＊→＊＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 20.0 21.6 1.6 ＊＊＊　→　－





































図表 3－3－4－26(1) 30 代～40 代の回答に限定した比較調査の検定結果 
（段階評価の選択肢を選ぶ質問） 






































































































14 64.1 59.5 -4.6
15 62.9 67.7 4.8
－　→　＊
13 89.0 82.2 -6.8














9 60.6 61.1 0.5 ＊＊＊　→　－
8 62.2 52.6 -9.6
＊＊＊　→　－
7 77.6 79.0 1.4 －　→　－
6 57.7 60.8 3.1
＊＊＊→＊＊
5 84.7 86.2 1.5 ＊＊＊　→　－
4 65.5 71.6 6.1



































図表 3－3－4－26(2) 30 代～40 代の回答に限定した比較調査の検定結果 




















1 ａ）専門的すぎてわからない 36.3 36.1 -0.2 －　→　－
2 ｂ）科学技術にあまり関心がない 20.6 28.6 8.0 －　→　－
3 ｃ）科学技術を身近に感じる機会がない 24.0 19.1 -4.9 －　→　－
4 ｄ）科学技術の話を聞く必要性を感じない 7.6 5.5 -2.1 －　→　－







































































1 ａ）テレビ 83.6 82.1 -1.4 －　→　－
2 ｂ）新聞 56.2 48.6 -7.6 －　→　＊＊＊
3 ｃ）インターネット 30.5 59.5 29.1 ＊＊＊→＊＊＊
4 ｄ）一般の雑誌（週刊誌、月刊誌等） 11.3 13.2 1.9 ＊＊＊　→　－
5 ｅ）家族や友人との会話など 11.1 8.9 -2.2 ＊＊＊　→　－
6 ｆ）ラジオ 9.0 9.5 0.6 －　→　－
7 ｇ）仕事を通じて 9.5 7.7 -1.8 ＊＊　→　－　
8 ｈ）書籍 5.3 7.1 1.8 ＊＊＊　→　－
9 ｉ）専門誌 3.8 6.8 3.0 ＊＊＊→＊＊
10 ｊ）科学館・博物館 7.1 9.1 2.0 ＊＊＊　→　－
11 ｋ）シンポジウム、講演会 2.0 2.0 0.0 ＊＊＊　→　－
12 ｌ）大学等の公開・見学イベント 0.7 2.0 1.3 ＊＊＊　→　＊
13 ｍ）どこからも得ていない 4.2 4.6 0.5 －　→　－
14 ａ）地球環境問題 62.4 61.5 -0.8 －　→　－
15 ｂ）生命に関する科学・医療技術 58.8 65.1 6.3 ＊＊＊　→　＊
16 ｃ）エネルギー問題 49.3 54.8 5.5 ＊＊＊　→　＊
17 ｄ）新しい物質や材料の開発 39.3 52.9 13.7 ＊＊＊→＊＊＊
18 ｅ）宇宙開発 38.4 51.9 13.5 ＊＊＊→＊＊＊
19 ｆ）安全や安心に関する科学技術 33.1 37.3 4.1 ＊＊＊　→　－
20 ｇ）情報・通信技術（ＩＴ） 40.9 40.6 -0.3 ＊＊＊　→　－
21 ｈ）未知の現象の解明、新法則等の発見 33.7 57.6 23.9 ＊＊＊→＊＊＊
22 ｉ）海洋開発 19.5 37.3 17.8 ＊＊＊→＊＊＊
23 ｊ）土木・建築、交通・輸送技術 19.2 24.1 4.9 －　→　＊
24 ｋ）科学者自身の経験やエピソード 19.0 29.9 11.0 ＊＊＊→＊＊＊
25 ａ）遺伝子組替え食品など安全性 60.2 62.0 1.8 ＊＊＊　→　－
26 ｂ）酸性雨などの地球規模の環境問題 57.9 60.8 2.9 ＊＊＊　→　－
27 ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯罪 65.5 72.5 7.0 ＊＊＊→＊＊＊
28 ｄ）個人情報が悪用されること 53.5 46.8 -6.7 －　→　＊＊
29 ｅ）情報の氾濫 39.8 42.5 2.7 ＊＊＊　→　－
30 ｆ）クローン人間などの倫理的な問題 37.8 41.3 3.5 ＊＊＊　→　－
31 ｇ）資源等の無駄遣いが増えること 36.1 38.8 2.7 ＊＊＊　→　－
32 ｈ）人間的なふれあいが減少すること 31.2 29.7 -1.5 －　→　－
33 ｉ）自然を感じることが少なくなること 28.9 29.5 0.7 ＊＊＊　→　－
34 ｊ）人間が怠惰になること 23.5 26.2 2.7 ＊＊　→　－
35 ｋ）仕事が奪われること 8.8 6.7 -2.1 ＊＊＊　→　－
36 ａ）地球環境や自然環境の保全 78.5 74.0 -4.4 ＊＊＊　→　＊
37 ｂ）資源エネルギーの開発等 78.7 77.0 -1.7 ＊＊＊　→　－
38 ｃ廃棄物の処理・処分 52.0 56.9 4.9 ＊＊＊　→　＊
39 ｄ）食料の生産や健康の維持・増進 45.8 55.0 9.2 ＊＊＊→＊＊＊
40 ｅ）防災や安全対策 41.6 40.4 -1.2 ＊＊＊　→　－
41 ｆ）家事支援や高齢者等の生活補助 36.5 32.5 -4.0 －　→　－
42 ｇ）情報・通信 32.1 26.6 -5.5 ＊＊＊→＊＊
43 ｈ）宇宙・海洋などのフロンティアの開拓 27.7 27.0 -0.7 ＊＊＊　→　－
44 ｉ）未知の現象の解明、新法則等の発見 25.0 30.2 5.2 ＊＊＊→＊＊
45 ｊ）土木・建築、交通・輸送 19.9 20.2 0.3 ＊＊＊　→　－


















































































そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない どちらともいえない わからない
 
注：70 歳以上の 22.7％（12.3＋10.4）が、“どちらともいえない”または“わからない”と答えている。  
 













































そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない そう思わない どちらともいえない わからない
 
注：70 歳以上の 8.0％（4.7＋3.3）が、“どちらともいえない”または“わからない”と答えている。 
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つ い て い け な く な る 不 安 」
（Q6(2)）












  2)（差なし）、（差あり）の表記は、1％の有意水準での検定結果を表している。 
  3)表の右側の 5 列については、主観に基づき当該質問が該当するかの判断を行っているため、人に
よってその判断が異なると思われるが、質問の特徴を見出すための参考として掲載している。  
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ａ）専門的すぎてわからない ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身
ｂ）科学技術にあまり関心が
ない ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 　 　
ｃ）科学技術を身近に感じる
機会がない ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○
ｄ）科学技術の話を聞く必要





10％水準） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○
科学技術に関する知識をどこから得ているか（Ｑ2）
ａ）テレビ ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ ○ ○
ｂ）新聞 ○（差なし） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 ○ ○ ○ ○
ｆ）ラジオ ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ ○
ｍ）どこからも得ていない ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○
具体的に聞いてみたい科学技術の話（Ｑ4-SＱa） 









5％水準） 社会一般 ○ ○ ○ ○
ｈ）人間的なふれあいが減少
すること ○（差なし） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○
科学技術は今後どのような分野に貢献すべきか（Ｑ11）
ｆ）家事支援や高齢者等の生



















































刊誌等） ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ 　 ○
ｅ）家族や友人との会話など ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ 　 ○
ｇ）仕事を通じて ×（差あり） ×（差あり） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ 　 ○
ｈ）書籍 ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ 　 ○
ｊ）科学館・博物館 ×（差あり） ×（差あり5％水準） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ 　 　











10％水準） 自分自身 ○ ○ ○




10％水準） ○（差なし） 自分自身 ○ ○ ○









10％水準） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○
ｅ）情報の氾濫 ×（差あり） ○（差なし10％水準） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○ ○
ｆ）クローン人間などの倫理的
な問題 ×（差あり） ×（差あり） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ 　 　
ｇ）資源等の無駄遣いが増え
ること ×（差あり） ×（差あり） ○（差なし） 社会一般 ○ ○
ｉ）自然を感じることが少なくな
ること ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○
ｊ）人間が怠惰になること ×（差あり5％水準） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○







10％水準） 社会一般 ○ ○ ○
ｂ）資源・エネルギーの開発
等 ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○
c)廃棄物の処理･処分 ×（差あり） ×（差あり） ○（差なし10％水準） 社会一般 ○ ○
ｅ）防災や安全対策 ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ ○
ｇ）情報・通信 ×（差あり） ○（差なし） ×（差あり5％水準） 社会一般 ○ ○ ○
ｈ）宇宙・海洋などのフロン
ティアの開拓 ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ 　 　
ｊ）土木・建築、交通・輸送 ×（差あり） ○（差なし） ○（差なし） 社会一般 ○ ○ 　 ○






































ｃ）インターネット ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 ○ ○ ○ ○
ｉ）専門誌 ×（差あり） ×（差あり5％水準）
×（差あり
5％水準） 自分自身 ○ ○ ○ 　
具体的に聞いてみたい科学技術の話（Ｑ4-SＱa） 
ｄ）新しい物質や材料の開発 ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 　 ○ 　
ｅ）宇宙開発 ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 　 ○ 　
ｈ）未知の現象の解明、新法
則等の発見 ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 　 ○ 　
ｉ）海洋開発 ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 　 ○ 　
ｋ）科学者自身の経験やエピ
ソード ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 自分自身 　 ○ 　
科学技術の発展に伴う不安事項（Ｑ7）
ｃ）サイバーテロなどのＩＴ犯
罪 ×（差あり） ×（差あり） ×（差あり） 社会一般 　 ○
科学技術は今後どのような分野に貢献すべきか（Ｑ11）
ｄ）食料の生産や健康の維











































割合と同等になるようにウエイトを算出した（図表 3－4－1－１～4）。  
 例えば、属性の『職業』を「補正」するためのウエイトの算出では、内閣府が
訪問面接調査で実施した世論調査における回答者のうち「自営農林漁業」を選択
した者の割合が 2.3％（有効回答 1667 人中 38 人）であったが、科学技術政策研
究所がインターネットを利用して実施した調査で「自営農林漁業」を選択した者
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の割合は 0.22％（有効回答 2774 人中 6 人）と訪問面接調査の 10 分の 1 以下で
あった。このため、同率の構成割合になるように掛け戻しをするウエイト 10.634
を算出した。この 10.634 というウエイトを用いて、『職業』の「自営農林漁業」
の「補正」では、インターネット調査で同区分を選択した 6 人の回答に 10.634
というウエイトを乗じて、つまり 6 人分の回答をおよそ 60 人相当とみなして『職
業』の「補正」を実施している。  
 同様に、訪問面接調査では「雇用者専門技術職」を選択した者の割合は 1.9％
（有効回答 1667 人中 32 人）であったが、インターネット調査では 12.94％（有
効回答 2774 人中 359 人）と訪問面接調査の 10 倍以上であったため、同率の構成
割合になるようにウエイト 0.147 を算出した。この 0.147 というウエイトを用い
て、雇用されている専門技術者の「補正」では、インターネット調査で同区分を
選択した 359 人の回答に 0.147 というウエイトを乗じて、つまり 359 人分の回答
をおよそ 53 人相当とみなして『職業』の「補正」を実施している。  
『職業』の「補正」では、このような作業を「自営農林漁業」「雇用者専門技術
職」以外の 11 の選択区分それぞれでも実施した。  
その結果、インターネット調査で段階評価の選択肢から一つだけ該当するもの
を選ぶ 15 の質問において、調査結果を「補正」した後の集計結果は、図表 3－4
－1－7 のとおりとなった。  
 次に、同様の作業を『学歴』、『理科好き』、『算数･数学好き』の属性区分でも行
い、「補正」の結果を集計した（図表 3－4－1－8～10）。  
 
図表 3-4-1-1 「補正」のためのウエイトの算出（職業） 
回答者数（人） 構成比（％）　A　 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
自営農林漁業 38 2.3 6 0.22 10.634
自営商工サービス業 130 7.8 150 5.41 1.442
自営自由業 17 1.0 140 5.05 0.198
家族従業者農林漁業 17 1.0 1 0.04 27.740
家族従業者商工サービス業 43 2.6 37 1.33 1.949
家族従業者自由業 5 0.3 15 0.54 0.555
雇用者管理職 43 2.6 194 6.99 0.372
雇用者専門技術職 32 1.9 359 12.94 0.147
雇用者事務職 333 20.0 404 14.56 1.373
雇用者労務職 373 22.4 233 8.40 2.667
無職主婦 362 21.7 699 25.20 0.861
無職学生 27 1.6 143 5.16 0.310
無職その他 247 14.8 393 14.17 1.045
1667 100.0 2774 100.00 －
訪問面接調査(基準値） インターネット調査
資料：1)訪問面接調査の結果は内閣府『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』より。  






図表 3-4-1-2 「補正」のためのウエイトの算出（学歴） 
回答者数（人） 構成比（％）　A　 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
旧制小学校・中学校 19.1 87 3.21 5.939
高等学校・旧制中学校 41.4 941 34.74 1.192
短期大学・高等専門学校 18.4 542 20.01 0.922
大学･大学院 21.1 1139 42.05 0.501
100.0 2709 100.0 －
就業構造基本調査（基準値） インターネット調査
 
注：1)内閣府の『科学技術と社会に関する世論調査（2007 年 12 月調査）』では、調査票のフェース･シ
ートに学歴を聞く問が設けられていないため、総務省が 2007 年 10 月時点の調査として実施した
『就業構造基本調査』による学歴の構成割合を基準値として採用した。 
  2)科学技術政策研究所が 2008 年 3 月にインターネットを利用して実施した調査では、平成 12 年に
実施された国勢調査による最終学歴の調査と同様の学歴区分を設けている。 
3)インターネット調査では、有効回答 2774 人のうち、57 人が「その他」、8 人が「わからない」と






図表 3-4-1-3 「補正」のためのウエイトの算出（理科好き） 
回答者数（人） 構成比（％）　A　 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
非常に好きだった 231 13.9 482 17.4 0.800
好きな方だった 622 37.3 1161 41.9 0.891
嫌いな方だった 461 27.7 611 22.0 1.258
非常に嫌いだった 57 3.4 100 3.6 0.943
どちらともいえない 289 17.4 406 14.6 1.189
わからない 7 0.4 14 0.5 0.793
1667 100.0 2774 100.0 －
訪問面接調査（基準値） インターネット調査
 
資料：図表 3－4－1－1 の資料と同じ。 
注：小･中学校の頃、理科が好きだったかどうかを聞いた問である。 
 
図表 3-4-1-4 「補正」のためのウエイトの算出（算数・数学好き） 
回答者数（人） 構成比（％）　A　 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
非常に好きだった 255 15.3 530 19.1 0.801
好きな方だった 560 33.6 1060 38.2 0.879
嫌いな方だった 527 31.6 699 25.2 1.254
非常に嫌いだった 88 5.3 215 7.8 0.684
どちらともいえない 230 13.8 260 9.4 1.472
わからない 7 0.4 10 0.4 1.110
1667 100.0 2774 100.0 －
訪問面接調査（基準値） インターネット調査
 




割合の差が 3 ポイント以上離れていた問が 10 問あったのに対して、『学歴』を「補
正」することによって、10 問中 2 問で 3 ポイント以上開きが縮小したという効果
が確認されたものの、『職業』、『理科好き』、『算数･数学好き』の補正では、3 ポ







 今回の比較調査における質問の形態は 2 種類あるため、段階評価の選択肢から
該当するものを一つ選ぶ質問では 6 つの選択肢の選択率を、複数の選択肢から該
当する選択肢を選ぶ質問ではそれぞれの選択肢の選択率を用いて「補正」を行っ
た。以下に、2 種類の質問形態で行った「補正」の具体例を一例ずつ示す。  
 
図表 3-4-1-5 「補正」のためのウエイトの算出（Ｑ1 関心度） 
［段階評価の選択肢から該当するものを一つ選ぶ質問］ 
回答者数（人） 構成比（％）　A　 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
関心がある 360 21.6 727 26.2 0.824
ある程度関心がある 658 39.5 1240 44.7 0.884
あまり関心がない 337 20.2 441 15.9 1.271
関心がない 225 13.5 144 5.2 2.601
どちらともいえない 70 4.2 180 6.5 0.647
わからない 17 1.0 42 1.5 0.660
1667 100.0 2774 100.0 －
訪問面接調査（基準値） インターネット調査
 





図表 3-4-1-6 「補正」のためのウエイトの算出（Ｑ2 の選択肢「インターネット」） 
［複数の選択肢から該当するものを選ぶ質問］ 
選択者数（人） 構成比（％）　A 回答者数（人） 構成比（％）　Ｂ ウェイト（A/B）
情報源としている 320 19.2 1477 53.2 0.361
情報源としていない 1347 80.8 1297 46.8 1.728
総数 1667 2774 －
訪問面接調査（基準値） インターネット調査
 









第 1 位 科学技術に関する関する知識の情報源としてのインターネット 
（Ｑ2 の選択肢） 
第 2 位 科学技術に関するニュースや話題に関心がある（Ｑ1）  
第 3 位 サイバーテロ、不正アクセスなどのＩＴ犯罪に対する不安  
    （Ｑ7 の選択肢）  
第 4 位 科学技術が貢献すべき分野としての廃棄物の処理･処分  
    （Ｑ11 の選択肢）  
第 5 位 食料の生産や健康の維持･増進  
    （Ｑ11 の選択肢）  
第 6 位 機会があれば科学者や技術者の話を聞いてみたい（Ｑ4）  
第 7 位 資源･エネルギーの開発、有効利用やリサイクル  
    （Ｑ11 の選択肢）  
第 8 位 未知の現象の解明、新しい法則や原理の発見  
    （Ｑ11 の選択肢）  




















図表 3-4-1-7 「補正」による変化（職業）  




















































































































































15 63.5 68.3 -4.8
14 62.1 60.9 1.2
13 87.7 85.5 2.2
12 34.9 26.9 8.0
＊＊→＊＊
11 78.3 78.5 -0.2 ＊→＊
10 72.3 63.4 8.9
＊＊＊→＊＊
9 60.5 65.8 -5.3 ＊＊→＊＊
8 69.6 59.9 9.7
＊＊→＊＊
7 77.1 79.4 -2.3 ＊→＊
6 54.1 58.4 -4.3
＊＊＊→＊＊＊
5 82.4 87.0 -4.6 ＊→＊
4 60.4 71.4 -11.0
-8.0 ＊＊→＊＊






























































































































































図表 3-4-1-8 「補正」による変化（学歴）  





















































































































































































































































5 82.4 86.5 -4.1 ＊→＊
4 60.4 67.9 -7.5
＊＊→＊＊
7 77.1 78.1 -1.0 ＊→＊
6 54.1 61.1 -7.0
＊＊＊→＊＊
9 60.5 65.2 -4.7 ＊＊→＊
8 69.6 60.7 8.9
＊＊→＊＊＊
11 78.3 77.9 0.4 ＊→＊
10 72.3 61.8 10.5
＊＊→＊＊
13 87.7 85.4 2.3 ＊→＊
12 34.9 27.9 7.0
＊→＊
15 63.5 69.1 -5.6 ＊＊→＊＊























































又は「わからない（8 人）」と答えた者以外の有効回答数 2709 を用いている。 





図表 3-4-1-9 「補正」による変化（理科好き）  















































































































































































































5 82.4 86.6 -4.2 ＊→＊
4 60.4 70.5 -10.1
＊＊→＊＊
7 77.1 78.0 -0.9 ＊→＊
6 54.1 60.3 -6.2
＊＊＊→＊＊＊
9 60.5 65.7 -5.2 ＊＊→＊＊
8 69.6 59.0 10.6
＊＊→＊＊
11 78.3 79.0 -0.7 ＊→＊
10 72.3 62.8 9.5
＊＊→＊＊
13 87.7 85.4 2.3 ＊→＊
12 34.9 25.2 9.7
＊→＊
15 63.5 69.7 -6.2 ＊＊→＊＊







































































































図表 3-4-1-10 「補正」による変化（算数･数学好き）  


































































































































































































































5 82.4 86.7 -4.3 ＊→＊
4 60.4 71.8 -11.4
＊＊→＊＊
7 77.1 78.5 -1.4 ＊→＊
6 54.1 60.8 -6.7
＊＊＊→＊＊＊
9 60.5 66.0 -5.5 ＊＊→＊＊
8 69.6 58.7 10.9
＊＊→＊＊
11 78.3 79.6 -1.3 ＊→＊
10 72.3 63.1 9.2
＊＊→＊＊
13 87.7 85.7 2.0 ＊→＊
12 34.9 25.4 9.5
14 62.1 61.8 0.3






















































































図表 3-4-1-11 「補正」による変化（インターネットを情報源としている者） 
























































＊＊＊→＊＊ 1 ◎　5個 ＊＊＊→＊＊＊ 6
＊＊→＊＊＊ 2 ○　4個 ＊＊＊→＊＊ 1
















































































































































11 78.3 76.1 2.2
10 72.3 60.9 11.4
＊＊＊→＊＊
9 60.5 61.8 -1.3 ＊＊→＊
8 69.6 61.2 8.4
＊＊→＊
7 77.1 75.2 1.9 ＊→＊
6 54.1 58.3 -4.2
＊＊＊→＊
5 82.4 84.2 -1.8 ＊→＊
4 60.4 63.9 -3.5
-4.5 ＊＊→＊



























































































































































に多くはあったものの（『職業』の補正では 15 問中 10 問、『理科好き』の補正で
は 15 問中 11 問、『算数･数学好き』の補正では 15 問中 10 問において開きが縮小
































図表 3-4-2-1 「科学技術についてのニュースや話題に関心がある」（Ｑ1） 
61.1 59.8















































図表 3-4-2-3 「知る機会や情報を提供してくれるところは十分にある」（Ｑ3(2)）  















































図表 3-4-2-5 「科学技術の発展により物の豊かさは向上したと思う」（Ｑ5(1)）  






















図表 3-4-2-6 「科学技術の発展により社会や生活の安全性は向上したと思う」（Ｑ5(2)）  























図表 3-4-2-7 「科学技術が悪用されたり、誤って使われる危険性が増えると思う」（Q6(1)） 






















図表 3-4-2-8 「科学技術の進歩が速すぎるため自分がついていけなくなると思う」（Q6(2)） 
69.6













































図表 3-4-2-10 「日本の科学技術は諸外国と比べ進んでいると思う」（Ｑ9(1)）  























図表 3-4-2-11 「日本の国際競争力を高めるために科学技術を発展させる必要がある」 
 （Ｑ9(2)）  































































































図表 3-4-2-15 「革新的なエネルギーが普及した社会の実現性について」（Ｑ10）  
63.5






















図表 3-4-2-16 95％信頼区間に基づく誤差 
n 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%
2000 1.31% 1.75% 2.01% 2.15% 2.19% 2.15% 2.01% 1.75% 1.31%
1667 1.44% 1.92% 2.20% 2.35% 2.40% 2.35% 2.20% 1.92% 1.44%
1500 1.52% 2.02% 2.32% 2.48% 2.53% 2.48% 2.32% 2.02% 1.52%
1000 1.86% 2.48% 2.84% 3.04% 3.10% 3.04% 2.84% 2.48% 1.86%
500 2.63% 3.51% 4.02% 4.29% 4.38% 4.29% 4.02% 3.51% 2.63%
400 2.94% 3.92% 4.49% 4.80% 4.90% 4.80% 4.49% 3.92% 2.94%
300 3.39% 4.53% 5.19% 5.54% 5.66% 5.54% 5.19% 4.53% 3.39%
200 4.16% 5.54% 6.35% 6.79% 6.93% 6.79% 6.35% 5.54% 4.16%
100 5.88% 7.84% 8.98% 9.60% 9.80% 9.60% 8.98% 7.84% 5.88%
50 8.32% 11.09% 12.70% 13.58% 13.86% 13.58% 12.70% 11.09% 8.32%








注： 標準誤差（ＳＥ）は ｎ)1( PP − で算出し、95％信頼区間に基づく誤差は 1.96×ＳＥで算出で






















































































































































































































































































つ い て い け な く な る 不 安 」
（Q6(2)）
























  3)黄色は、属性の「補正」後開きが拡大したことを、黄緑色は縮小したことを表している。 
  4)（差なし）、（差あり）の表記は、1％の有意水準での検定結果である。 


























































図表 4－1－1－1 主成分分析の結果 












性」は向上したと思いますか。 0.756 -0.034 0.059 0.042
Q8　科学技術の発展には、プラス面とマイナス面の
どちらが多いと思いますか。 0.688 0.229 0.201 -0.044
Q5(1)　科学技術の発展により「物の豊かさ」は向上し
たと思いますか。 0.681 0.185 -0.063 0.323
Q9(2)　日本が国際的な競争力を高めるためには、科
学技術を発展させる必要がある。 0.561 0.320 0.274 0.069
 Q9(1)　日本の科学技術は、諸外国に比べ進んでい
る。 0.425 0.098 0.394 0.179
Q4　あなたは、科学者や技術者の話を聞いてみたい
と思いますか。 0.260 0.771 -0.004 0.059
 Q1　あなたは、科学技術についてのニュースや話題
に関心がありますか。 0.274 0.770 0.020 -0.003
Q3(1)　科学技術に関する知識は、大抵の人は理解
できる。 0.050 0.623 0.199 0.152
Q3(2)　科学技術について知る機会や情報を提供して
くれるところは十分にある。 -0.066 0.442 0.398 -0.025
Q9(3)　日本の学校での理科や数学の授業は、科学
的センスを育てるのに役立っている。 0.076 0.000 0.788 0.077
Q9(5)　社会の新たな問題は、さらなる科学技術の発
展によって解決される。 0.470 0.212 0.494 -0.047
 Q10　革新的エネルギーの実現性について、あなた
はどう思いますか。 0.344 0.151 0.431 0.077
Q6(2)　科学技術の進歩が速すぎるため、自分がそれ
についていけなくなる。 0.004 -0.183 0.123 0.771
Q6(1)　科学技術が悪用されたり、あやまって使われ
たりする危険性が増える。 0.098 0.242 -0.074 0.754
 Q9(4)　今後の科学技術の発展は、心の豊かさも実
現するものであるべきである。 0.231 0.275 0.260 0.438
固有値 2.561 2.206 1.618 1.541
説明率 % 17.075 14.708 10.786 10.271









































































行い、どの年代間に差があるのかを検定した。（図表 4－1－2－3,4 参照）。 
 





































































































































わせで有意差が認められた。傾向として、10 代から 50 代までは差がなく、若
年層と 60 代、若年層と 70 代以上との差が認められた。また、60 代と 70 代以
上でも有意差が認められた。高齢層になるほど期待が大きいという傾向が認め
られた。 
・ 第四主成分の「科学技術の人間性への関与」では、70 代以上が、10 代・20
















































































































































































































































































４－２ 40 代までと 50 代以上に区分して見た意識の特徴 
 
（１）グループ分けの設定及び比較の実施 
 前節（４－１）において、段階評価の選択肢を一つ選ぶ 15 の質問について主
成分分析を行い、4 つの主成分を抽出した。さらに、4 つの主成分得点を自動的
に計算させ、それらの主成分得点において平均値の差の有無を検定した（分散分
析）。その結果、「科学技術への関心・理解」の主成分において、40 代以下 (49 歳
まで )の男性と 50 代以上 (50 歳以上 )の男性において大きな隔たりがあることが分
かった（図表 4－1－2－6）。  
このような結果を受けて、これらの現象に関係していることは何かを探るため
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に、40 代以下の男性と 50 代以上の男性において、小・中学校の頃に理科や算数・




かどうかについては、女性においても 40 代以下と 50 代以上の比較を行うととも
に、10 代ごとの年代にも分けて意識の変化を見た。 
 
図表 4－2－1－1 小･中学校の頃、理科が好きだったかどうかの比較(40 代を境とした年代×性別） 
わからない 非常に嫌いだった 嫌いな方だった どちらともいえない 好きな方だった 非常に好きだった
40代以下男性 3 22 72 77 345 160
0.4 3.2 10.6 11.3 50.8 23.6
50代以上男性 2 3 78 83 315 179
0.3 0.5 11.8 12.6 47.7 27.1
40代以下女性 2 41 182 91 254 79
0.3 6.3 28.0 14.0 39.1 12.2
50代以上女性 7 34 279 155 247 64
0.9 4.3 35.5 19.7 31.4 8.1  
嫌いだった 好きだった 合計
40代以下男性 94 505 679
13.8 74.4 100.0
50代以上男性 81 494 660
12.3 74.8 100.0
40代以下女性 223 333 649
34.4 51.3 100.0
50代以上女性 313 311 786
39.8 39.6 100.0  
注：1)上段は人数、下段は％を表している。 
   2)「嫌いだった」は「非常に嫌いだった」「嫌いな方だった」の合計。「好きだった」は「非常に好
きだった」「好きな方だった」の合計。 
 
図表 4－2－1－2 小･中学校の頃、算数･数学が好きだったかどうかの比較（40 代を境とした 
年代×性別） 
わからない 非常に嫌いだった 嫌いな方だった どちらともいえない 好きな方だった 非常に好きだった
40代以下男性 2 57 150 54 280 136
0.3 8.4 22.1 8.0 41.2 20.0
50代以上男性 2 12 137 58 297 154
0.3 1.8 20.8 8.8 45.0 23.3
40代以下女性 1 93 204 51 187 113
0.2 14.3 31.4 7.9 28.8 17.4
50代以上女性 5 53 208 97 296 127
0.6 6.7 26.5 12.3 37.7 16.2  
嫌いだった 好きだった 合計
40代以下男性 207 416 679
30.5 61.3 100.0
50代以上男性 149 451 660
22.6 68.3 100.0
40代以下女性 297 300 649
45.8 46.2 100.0
50代以上女性 261 423 786
33.2 53.8 100.0  
注：図表 4－2－1－1 の注意書きに同じ。 
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10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
％ 男性 女性
 

















































10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
％ 男性 女性
 
注：図表 4－2－1－5 の注意書きに同じ。 
 






















40代以下男性 62.2 58.2 51.8 57.1 54.7 37.6 54.7
50代以上男性 59.6 62.3 55.0 65.1 48.3 42.7 58.0


















40代以下男性 59.4 28.0 33.1 29.4 1.0 0.8
50代以上男性 57.3 26.7 38.3 31.4 0.7 0.0
インターネット調査全体 57.5 21.6 40.9 31.2 0.9 0.5  
注：表中、青色は 40 代以下男性のほうが全体よりも 5 ポイント以上、50 代以上男性よりも 3 ポイント
程度以上高いことを示し、黄色は 40 代以下男性のほうが全体よりも 5 ポイント以上、50 代以上男
性よりも 3 ポイント以上低いことを示す。 
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（２）比較結果の分析 





は 74.8％であった。この割合からすると、40 代以下の男性と 50 代以上の男性に
大きな差は認められないと考えられる。ちなみに、女性においては、40 代以下の
女性の「嫌いだった」が 34.4％、「好きだった」が 51.3％であり、50 代以上の女
性の「嫌いだった」が 39.8％、「好きだった」が 39.6％であった。この結果から
すると、女性のほうが年代により差があり、40 代以下のほうが理科が好きだった
者の割合が高くなっている（図表 4－2－1－1、4－2－1－3,4）。  
 
○ 小・中学生の頃、算数・数学が好きであったかについて  
 40 代以下の男性において、「嫌いだった」は 30.5％、「好きだった」は 61.3％
であり、50 代以上の男性においては、「嫌いだった」が 22.6％、「好きだった」
が 68.3％であった。理科に比べると、40 代以下と 50 代以上で差があり、40 代以
下の男性における算数・数学が嫌いであった傾向がうかがえる。一方、女性にお
いては、40 代以下の「嫌いだった」が 45.8％、「好きだった」が 46.2％、50 代




○ 40 代以下の男性はどのような話題に興味を持っているかについて  
 この結果には、顕著な傾向が見られた。全体でのデータよりも 5 ポイント以上
高く、かつ 50 代以上の男性よりも 3 ポイント程度以上高い割合を示したのは、「未
知の現象の解明、新しい法則や原理の発見」と「宇宙開発」の 2 つの分野であっ
た。反対に、全体でのデータよりも 5 ポイント以上低く、かつ 50 代以上の男性
よりも 3 ポイント以上低い割合を示したのは、「生命に関する科学技術や医療技






























 本報告書の作成に当たり、大学共同利用機関法人  情報･システム研究機構統計








































ⅰ )「科学的世論調査の価値」 －歴史と理論と実践の三位一体－ 吉野諒三 日本統計学会
誌第 37 巻，第 2 号，2008 年 3 月 279 頁～290 頁  
ⅱ)「インターネット調査の抱える課題と今後の展開」 大隅昇 財団法人統計情報研究開発
センター ESTRELA（No.143） 2006 年 2 月 2～11 
ⅲ)労働政策研究報告書 No.17 「インターネット調査は社会調査に利用できるか －実験調
査による検証結果－」（2005 年 1 月） 
ⅳ)内閣府大臣官房政府広報室「世論調査の調査方法に関する試験調査 結果報告書（平成
18 年 8 月）」及び「世論調査におけるインターネット調査の活用可能性 概要～国民生活
に関する意識について～（平成 21 年 4 月 28 日）」 
注：内閣府は、平成 17 年度以降、比較調査を継続して実施している。 
ⅴ)DISCUSSION PAPER Ｎｏ．45「インターネットを利用した科学技術に関する意識調査の試
み」（2008 年 1 月）文部科学省科学技術政策研究所 
ⅵ）「信の崩壊」 －世論調査方法論の今日の課題－ 吉野諒三 行動計量学 第 29 巻第 1
号（通巻 56 号） 2002 年，45～54 
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Q1 あなたは、科学技術についてのニュースや話題に関心があります
か。この中から 1 つだけお答えください。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 関心がある  
 （イ） ある程度関心がある 
 （ウ） あまり関心がない 
 （エ） 関心がない  
 （オ） どちらともいえない 
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Q2 あなたは、ふだん科学技術に関する知識をどこから得ています
か。この中からいくつでもあげてください。  
（回答はいくつでも）   
 
 （ア） テレビ  （ケ） シンポジウム、講演会 









刊誌等）   
（ス） 
その他 
 （カ） 専門誌  （セ） どこからも得ていない 
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（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 
 （カ） わからない   
 
   
Q3_2 科学技術について知りたいことを知る機会や情報を提供してく
れるところは十分にある。  
（回答は 1 つ）   
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 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 
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Q4 あなたは、機会があれば、科学者や技術者の話を聞いてみたいと
思いますか。この中から 1 つだけお答えください。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 聞いてみたい  
 （イ） できれば聞いてみたい 
 （ウ） あまり聞いてみたいとは思わない 
 （エ） 聞いてみたいとは思わない 
 （オ） どちらともいえない 
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Q4_SQa あなたは、具体的には、科学技術のどのような話を聞いてみ
たいと思いますか。この中からいくつでもあげてください。  
（回答はいくつでも）   
 
 （ア） 未知の現象の解明、新しい法則や原理の発見 
 （イ） 新しい物質や材料の開発 
 （ウ） 情報・通信技術（IT） 
 
（エ） 生命に関する科学技術や医療技術（ライフサイエンス、バイオテ
クノロジーなど）   
 （オ） 宇宙開発  
 （カ） 海洋開発  
 （キ） 地球環境問題 
 （ク） エネルギー問題 
 （ケ） 土木・建築、交通・輸送技術 
 
（コ） 安全や安心に関する科学技術（災害対策、犯罪防止、情報セキ
ュリティ、汚染物質管理、感染症対策など）   
 （サ） 科学者自身の経験やエピソード 
 （シ） その他   
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（回答は 1 つ）   
 
 （ア） 専門的すぎてわからないから 




 （エ） 科学技術を身近に感じる機会がないから 
 （オ） 科学技術の話を聞く必要性を感じないから 
 （カ） その他   









Copyright (C) 2008 Intage Interactive Inc. All Rights Reserved. 
Copyright (C) 2008 Yahoo Japan Corporation. All Rights Reserved.    
※ このアンケートは、前のページに戻ることができません。ブラウザの「戻る」ボタンは使用しないで
ください。    
 
■科学技術の発展により次のものは向上したと思いますか。  
Q5_1 物の豊かさ  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 向上した  
 （イ） どちらかというと向上した 
 （ウ） あまり向上していない 
 （エ） 向上していない 
 （オ） 変わらない  




   
Q5_2 社会や生活の安全性  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 向上した  
 （イ） どちらかというと向上した 
 （ウ） あまり向上していない 
 （エ） 向上していない 
 （オ） 変わらない  
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（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 




   
Q6_2 科学技術の進歩が速すぎるため、自分がそれについていけなく
なる。  
（回答は 1 つ）   
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 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 
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Q7 あなたは、科学技術の発展に伴い、どのようなことに不安を感じま
すか。この中からいくつでもあげてください。  
（回答はいくつでも）   
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  （ア） サイバーテロ、不正アクセスなどの IT 犯罪 
 （イ） 遺伝子組換え食品などの安全性 
 （ウ） 資源やエネルギーの無駄遣いが増えること 
 （エ） 酸性雨、温暖化などの地球規模の環境問題 
 （オ） 身近に自然を感じることが少なくなること 
 （カ） 情報が氾濫し、どれを信じればよいかわかりにくくなること  
 （キ） 個人のプライバシーに関する情報が悪用されること  
 （ク） 仕事が奪われること 
 （ケ） 人間的なふれあいが減少すること 
 （コ） クローン人間を生み出すことなどの倫理的な問題  
 （サ） 人間が怠惰になること 
 （シ） その他   
 （ス） 特にない  
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Q8 科学技術の発展には、プラス面とマイナス面があると言われてい
ますが、全体的に見た場合、あなたはそのどちらが多いと思います
か。この中から 1 つだけお答えください。  
190
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） プラス面が多い 
 （イ） どちらかというとプラス面が多い 
 （ウ） どちらかというとマイナス面が多い 
 （エ） マイナス面が多い 
 （オ） 両方同じくらいである 
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■科学技術に関する次の意見について、あなたはどう思いますか。  
Q9_1 日本の科学技術は、諸外国に比べ進んでいる。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 





   
Q9_2 日本が国際的な競争力を高めるためには、科学技術を発展さ
せる必要がある。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 




   
Q9_3 日本の学校での理科や数学の授業は、生徒の科学的センスを
育てるのに役立っている。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 




   
Q9_4 今後の科学技術の発展は、物質的な豊かさだけでなく、心の豊
かさも実現するものであるべきである。  
（回答は 1 つ）   
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 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 








（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） そう思う  
 （イ） どちらかというとそう思う 
 （ウ） あまりそう思わない 
 （エ） そう思わない  
 （オ） どちらともいえない 
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の中から 1 つだけお答えください。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 比較的早く実現できる 
 （イ） 時間はかかるがいずれ実現できる 
 （ウ） 実現できない  
 （エ） どちらともいえない 
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Q11 あなたは、科学技術が今後どのような分野に貢献すべきだと思
いますか。この中からいくつでもあげてください。  
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F1 あなたの性別をお答えください。  
（回答は 1 つ）   
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 男性  
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F2_1 あなたがお生まれの年号をお選びください。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 明治  
 大正  
 昭和  
 平成   
F2_2 あなたの生年月をお書きください。  
（回答は半角数字で入力） 
 
※記入例：（昭和）50 年 3 月   
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F3 あなたのお年は満でおいくつですか。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 17 歳以下   45～49 歳 
 18～19 歳   50～54 歳 
 20～24 歳   55～59 歳 
 25～29 歳   60～64 歳 
 30～34 歳   65～69 歳 
 35～39 歳   70 歳以上 
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（下から 1 つお選びください）   
 
 
 自営業主 農林漁業   
 自営業主 商工サービス業  
 自営業主 自由業   
 家族従業者 農林漁業  
 家族従業者 商工サービス業  
 家族従業者 自由業   
 雇用者 管理職   
 雇用者 専門技術職   
 雇用者 事務職   
 雇用者 労務職   
 無職 主婦   
 無職 学生   
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F5 あなたは、小・中学生の頃、理科が好きでしたか。  
（回答は 1 つ）   
 
 
 （ア） 非常に好きだった 
 （イ） 好きな方だった 
 （ウ） 嫌いな方だった 
 （エ） 非常に嫌いだった 
 （オ） どちらともいえない 
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F6 あなたは、小・中学生の頃、算数・数学が好きでしたか。  
（回答は 1 つ）   
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 （ア） 非常に好きだった 
 （イ） 好きな方だった 
 （ウ） 嫌いな方だった 
 （エ） 非常に嫌いだった 
 （オ） どちらともいえない 
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F7 あなたは結婚されていますか。  
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（回答はいくつでも）   
 
 
 未就学児  大学（短大・大学院） 生 
 小学校 1～3 年生  専門学校生 
 小学校 4～6 年生  社会人 
 中学生 その他 
 高校生・高専生  子どもはいない 
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F9 あなたが最後に卒業された学校は、この中のどれにあたります
か。（中退・在学中は卒業とみなしてお答えください。）  
（回答は 1 つ）   
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 小学校・中学校  
 高等学校・旧制中学校 
 短期大学・高等専門学校 
 大学・大学院  
 その他 
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表 1：Ｑ１ 科学技術のニュースや話題 関心度 









面接式合計 1667 21.6 39.5 20.2 13.5 4.2 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 26.2 44.7 15.9 5.2 6.5 1.5
面積式男子 771 32.9 38.8 14 9.9 3.4 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 41.2 43.7 7.5 3.3 3.4 1
面接式女子 896 11.8 40.1 25.6 16.6 4.9 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 12.1 45.6 23.8 7 9.4 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 28.8 31.5 17.8 13.7 5.5 2.7
面接式 20 代 140 12.9 43.6 27.1 14.3 2.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 24.1 39.3 17.3 8.7 8.4 2.2
面接式 30 代 249 16.9 42.2 23.3 11.6 5.2 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 24.5 43.5 17.8 7.2 4.5 2.5
面接式 40 代 299 17.4 43.8 22.7 12.7 3 0.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 24.5 45.5 18.2 3.8 7.3 0.8
面接式 50 代 352 23.6 37.2 23.6 9.9 4.8 0.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 26.8 46.1 15.8 4.2 6.6 0.6
面接式 60 代 359 25.3 36.8 16.4 16.7 4.2 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 27 49.3 13.4 3.1 6.1 1
面接式 70 代以上 268 27.6 36.6 11.6 16 4.9 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 29.1 46 13.3 3.3 6.4 1.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 41.7 33.3 8.3 11.1 2.8 2.8
面接式 20 代男子 53 17 56.6 13.2 9.4 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 37.8 35.9 11.1 6 6.5 2.8
面接式 30 代男子 102 26.5 46.1 13.7 9.8 2.9 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 35.4 48 8.5 4 2.2 1.8
面接式 40 代男子 126 31 39.7 17.5 9.5 1.6 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 35 46.3 12.8 3.4 2.5 0
面接式 50 代男子 162 35.8 34 16.7 8 5.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 42 47.1 4.7 2.7 3.5 0
面接式 60 代男子 184 39.1 37 10.3 10.9 2.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 46.4 44.6 4.9 0.4 3.1 0.4
面接式 70 代以上男子 144 34 34 13.2 11.1 3.5 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 51.9 40.9 2.8 1.7 2.2 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 16.2 29.7 27 16.2 8.1 2.7
面接式 20 代女子 87 10.3 35.6 35.6 17.2 1.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 9.1 42.9 24.2 11.6 10.6 1.5
面接式 30 代女子 147 10.2 39.5 29.9 12.9 6.8 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 13.6 38.9 27.1 10.4 6.8 3.2
面接式 40 代女子 173 7.5 46.8 26.6 15 4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 13.5 44.6 23.8 4.1 12.4 1.6
面接式 50 代女子 190 13.2 40 29.5 11.6 4.2 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 12.1 45.1 26.5 5.7 9.5 1.1
面接式 60 代女子 175 10.9 36.6 22.9 22.9 5.7 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 9.9 53.4 20.9 5.5 8.7 1.6
面接式 70 代以上女子 124 20.2 39.5 9.7 21.8 6.5 2.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 13.8 49.4 20.4 4.5 9.3 2.6
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表 2：Ｑ２ 科学技術に関する知識をどこから得ているか（複数回答）（１） 









面接式合計 1667 83.9 9.5 19.2 58.3 11 4.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 84.5 10.5 53.2 59.1 14.8 7.3
面接式男子 771 80.2 11.7 28.5 62.6 12.7 8.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 84.2 13.2 69.6 63.3 20.2 12.6
面接式女子 896 87.2 7.6 11.2 54.6 9.5 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 84.7 7.9 38 55.2 9.8 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 76.7 4.1 57.5 43.8 9.6 6.8
面接式 20 代 140 85.7 6.4 40.7 40.7 10 3.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 82.2 6.7 57.6 34.2 12.5 8.7
面接式 30 代 249 85.1 7.2 33.3 54.6 11.2 3.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 80.2 11.5 60.6 44.4 13.5 7
面接式 40 代 299 82.3 10.4 28.1 57.5 11.4 4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 84.3 7.3 58.3 53.3 12.9 6.6
面接式 50 代 299 82.3 10.4 28.1 57.5 11.4 4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 86.3 8.3 53.2 67.6 17.9 6
面接式 60 代 359 84.1 11.1 7.5 65.7 11.4 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 86 12.4 45.7 76.7 13.2 7.3
面接式 70 代以上 268 82.1 9.3 1.5 53.7 5.6 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 88.4 17.3 44.9 75.6 18.7 8.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 77.8 5.6 72.2 55.6 11.1 11.1
面接式 20 代男子 53 84.9 11.3 47.2 37.7 11.3 7.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 83.4 7.8 66.8 35.5 16.6 14.3
面接式 30 代男子 102 77.5 8.8 56.9 48 13.7 7.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 78 16.1 74.9 49.8 19.7 10.8
面接式 40 代男子 126 76.2 14.3 44.4 65.1 11.1 8.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 83.3 10.3 70.4 58.1 14.8 9.4
面接式 50 代男子 162 80.2 11.7 32.7 63 18.5 12.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 84.3 14.9 71 70.2 27.1 11.4
面接式 60 代男子 184 81 12.5 13 74.5 12.5 8.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 85.7 12.1 64.7 82.6 17.4 13.4
面接式 70 代以上男子 144 82.6 10.4 2.8 64.6 7.6 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 92.8 19.9 69.1 86.7 26.5 17.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 75.7 2.7 43.2 32.4 8.1 2.7
面接式 20 代女子 87 86.2 3.4 36.8 42.5 9.2 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 80.8 5.6 47.5 32.8 8.1 2.5
面接式 30 代女子 147 90.5 6.1 17 59.2 9.5 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 82.4 6.8 46.2 38.9 7.2 3.2
面接式 40 代女子 173 86.7 7.5 16.2 52 11.6 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 85.5 4.1 45.6 48.2 10.9 3.6
面接式 50 代女子 190 88.9 8.4 6.3 65.8 11.1 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 88.3 1.9 36 65.2 9.1 0.8
面接式 60 代女子 175 87.4 9.7 1.7 56.6 10.3 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 86.2 12.6 28.9 71.5 9.5 2
面接式 70 代以上女子 124 81.5 8.1 0 41.1 3.2 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 85.5 15.6 28.6 68 13.4 2.2
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表 2：Ｑ２ 科学技術に関する知識をどこから得ているか（複数回答）（２） 














面接式合計 5.7 4.3 2.3 1.6 10.3 8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 9.2 8.7 3.8 3 14.2 6.4 
面接式男子 9.1 3.6 3.6 2.2 6.7 12.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 13.6 8.7 6.1 4.5 9.4 10.5 
面接式女子 2.8 4.8 1.2 1 13.4 4.5 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 5 8.7 1.7 1.5 18.7 2.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 17.8 9.6 0 8.2 11 2.7 
面接式 20 代 2.9 4.3 1.4 2.9 17.1 10.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 7.5 3.1 2.7 3.9 14 6 
面接式 30 代 3.6 7.6 1.2 0.4 9.2 11.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 7 7.9 2.5 2 9.2 7.7 
面接式 40 代 6.7 6.7 2.7 1 12.7 8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 7.1 10.4 1.5 2 8.6 7.6 
面接式 50 代 6.7 6.7 2.7 1 12.7 8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 8.1 7.9 3.7 2.7 16 7.7 
面接式 60 代 4.5 3.6 3.6 2.2 9.7 6.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 10.9 10.3 5.2 3.8 18.2 6.3 
面接式 70 代以上 6.3 1.9 1.9 0.7 7.1 4.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 12.7 12.4 7.6 2.4 18.4 3.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 16.7 8.3 0 13.9 5.6 2.8 
面接式 20 代男子 5.7 1.9 0 1.9 15.1 17 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 9.2 2.8 4.6 6 12.4 8.3 
面接式 30 代男子 5.9 4.9 2 1 5.9 15.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 11.2 6.7 4 3.1 8.5 11.7 
面接式 40 代男子 9.5 7.9 5.6 2.4 8.7 14.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 10.8 9.9 2 2.5 3.9 10.3 
面接式 50 代男子 13.6 1.2 3.7 2.5 8 13.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 11.8 8.6 5.1 3.5 8.2 12.9 
面接式 60 代男子 6.5 3.8 6 4.3 4.9 10.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 17.4 11.2 7.6 5.4 12.1 11.6 
面接式 70 代以上男子 10.4 2.1 1.4 0 3.5 5.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 22.1 14.4 16 5 12.2 8.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 18.9 10.8 0 2.7 16.2 2.7 
面接式 20 代女子 1.1 5.7 2.3 3.4 18.4 6.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 5.6 3.5 0.5 1.5 15.7 3.5 
面接式 30 代女子 2 9.5 0.7 0 11.6 8.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 2.7 9 0.9 0.9 10 3.6 
面接式 40 代女子 4.6 5.8 0.6 0 15.6 3.5 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 3.1 10.9 1 1.6 13.5 4.7 
面接式 50 代女子 3.7 3.2 1.1 2.1 10.5 5.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 4.5 7.2 2.3 1.9 23.5 2.7 
面接式 60 代女子 2.3 3.4 1.1 0 14.9 1.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 5.1 9.5 3.2 2.4 23.7 1.6 
面接式 70 代以上女子 1.6 1.6 2.4 1.6 11.3 2.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 6.3 11.2 1.9 0.7 22.7 0.4 
 
 208
表 2：Ｑ２ 科学技術に関する知識をどこから得ているか（複数回答）（２） 




面接式合計 0 4.5 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 0.1 3.7 2
面接式男子 0 3.8 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 0.2 2.7 1
面接式女子 0 5.1 1.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 0 4.7 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 1.4 4.1 9.6
面接式 20 代 0 1.4 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 0 6 3.6
面接式 30 代 0 4 0.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 0 5.2 2.3
面接式 40 代 0 4.3 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 0 4 1
面接式 50 代 0 4.3 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 0.4 2.9 1.2
面接式 60 代 0 4.2 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 0 2.5 1.3
面接式 70 代以上 0 8.6 1.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 0 2 1.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 2.8 2.8 8.3
面接式 20 代男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 0 3.2 3.7
面接式 30 代男子 0 5.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 0 3.1 1.3
面接式 40 代男子 0 2.4 2.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 0 4.4 0
面接式 50 代男子 0 3.1 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 0.8 2.4 0
面接式 60 代男子 0 2.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 0 2.7 0
面接式 70 代以上男子 0 6.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 0 5.4 10.8
面接式 20 代女子 0 2.3 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 0 9.1 3.5
面接式 30 代女子 0 2.7 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 0 7.2 3.2
面接式 40 代女子 0 5.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 0 3.6 2.1
面接式 50 代女子 0 3.7 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 0 3.4 2.3
面接式 60 代女子 0 5.7 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 0 2.4 2.4
面接式 70 代以上女子 0 10.5 3.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 0 3.3 3
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表 3：Ｑ３＿１ 科学技術に関する情報発信について＜体験したり説明されれば大抵の人は理解できる＞ 











面接式合計 1667 32.7 31.4 15.2 10.4 7.4 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 21.4 50.3 15.1 5.3 5.6 2.5
面接式男子 771 36.2 27.8 16 12.3 6.1 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 25.1 48.8 15.6 5.7 3.7 1
面接式女子 896 29.7 34.6 14.6 8.7 8.5 3.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 17.9 51.6 14.6 4.9 7.2 3.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 19.2 45.2 12.3 8.2 6.8 8.2
面接式 20 代 140 35 38.6 10.7 10 5 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 20.5 48.4 17.3 7.5 3.9 2.4
面接式 30 代 249 27.3 41.8 15.3 8 6.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 18.7 49.8 17.1 5.4 6.5 2.5
面接式 40 代 299 30.8 37.8 17.7 9 4 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 18.2 51.5 17.4 4.3 6.6 2
面接式 50 代 352 38.6 26.4 17 9.9 6.8 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 19.8 55.1 14.8 4.6 4 1.5
面接式 60 代 359 31.5 27 18.1 12 8.4 3.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 23.5 48.4 13 5.5 7.5 2.1
面接式 70 代以上 268 32.5 23.5 8.6 12.7 12.3 10.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 27.6 48.4 11.8 4.2 4.7 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 19.4 50 11.1 11.1 5.6 2.8
面接式 20 代男子 53 30.2 37.7 15.1 15.1 1.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 22.6 45.2 18.4 7.8 3.7 2.3
面接式 30 代男子 102 32.4 34.3 15.7 10.8 5.9 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 23.3 43.5 19.7 7.2 5.4 0.9
面接式 40 代男子 126 34.1 36.5 14.3 11.1 4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 19.2 49.3 21.2 5.9 3 1.5
面接式 50 代男子 162 38.9 22.2 17.9 12.3 8 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 23.5 57.3 11.4 3.9 2.7 1.2
面接式 60 代男子 184 38.6 25 19 12 4.3 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 29 48.7 12.1 4.9 5.4 0
面接式 70 代以上男子 144 36.8 21.5 11.8 13.9 9.7 6.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 35.4 47.5 12.2 3.3 1.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 18.9 40.5 13.5 5.4 8.1 13.5
面接式 20 代女子 87 37.9 39.1 8 6.9 6.9 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 18.2 52 16.2 7.1 4 2.5
面接式 30 代女子 147 23.8 46.9 15 6.1 7.5 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 14 56.1 14.5 3.6 7.7 4.1
面接式 40 代女子 173 28.3 38.7 20.2 7.5 4 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 17.1 53.9 13.5 2.6 10.4 2.6
面接式 50 代女子 190 38.4 30 16.3 7.9 5.8 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 16.3 53 18.2 5.3 5.3 1.9
面接式 60 代女子 175 24 29.1 17.1 12 12.6 5.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 18.6 48.2 13.8 5.9 9.5 4
面接式 70 代以上女子 124 27.4 25.8 4.8 11.3 15.3 15.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 22.3 49.1 11.5 4.8 6.7 5.6
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表 4：Ｑ３＿２ 科学技術に関する情報発信について＜知る機会や情報を提供してくれる所は十分にある＞ 











面接式合計 1667 7.6 14.5 34.6 30.5 6.9 5.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 4.1 20 47.5 17.9 5 5.4
面接式男子 771 8.4 16.2 33.5 31.5 6.1 4.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 5.8 23.4 45.9 18.5 3.7 2.8
面接式女子 896 6.8 12.9 35.6 29.7 7.6 7.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 2.5 16.8 49.1 17.4 6.3 7.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 1.4 21.9 38.4 17.8 9.6 11
面接式 20 代 140 10.7 22.1 41.4 17.9 3.6 4.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 5.5 15.9 46 21 6.5 5.1
面接式 30 代 249 4.8 16.1 41.4 31.3 4.4 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 3.6 18.5 48 17.3 6.8 5.9
面接式 40 代 299 8 13 41.5 28.1 7.7 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 2.5 18.4 50.5 21 4.3 3.3
面接式 50 代 352 5.7 11.6 36.9 35.8 6.3 3.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 3.7 18.1 50.9 18.7 3.1 5.6
面接式 60 代 359 10.3 15.6 29 30.4 7.5 7.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 3.8 21.6 47.8 17.4 4.2 5.2
面接式 70 代以上 268 6.7 12.7 21.6 32.5 10.1 16.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 5.8 26.7 43.3 12.7 5.1 6.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 2.8 25 33.3 22.2 8.3 8.3
面接式 20 代男子 53 15.1 30.2 32.1 20.8 1.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 8.8 17.5 42.9 20.7 6.9 3.2
面接式 30 代男子 102 7.8 14.7 37.3 33.3 5.9 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 1.8 23.3 48.4 17.5 4 4.9
面接式 40 代男子 126 11.1 10.3 42.1 26.2 10.3 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 4.4 17.7 51.7 21.2 2.5 2.5
面接式 50 代男子 162 3.1 14.2 38.3 36.4 4.9 3.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 5.9 21.6 50.6 18 1.6 2.4
面接式 60 代男子 184 12.5 19 29.9 28.8 4.3 5.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 6.3 29.5 39.7 19.6 3.6 1.3
面接式 70 代以上男子 144 4.9 16 22.9 36.8 7.6 11.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 8.3 31.5 43.6 12.7 2.8 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 0 18.9 43.2 13.5 10.8 13.5
面接式 20 代女子 87 8 17.2 47.1 16.1 4.6 6.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 2 14.1 49.5 21.2 6.1 7.1
面接式 30 代女子 147 2.7 17 44.2 29.9 3.4 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 5.4 13.6 47.5 17.2 9.5 6.8
面接式 40 代女子 173 5.8 15 41 29.5 5.8 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 0.5 19.2 49.2 20.7 6.2 4.1
面接式 50 代女子 190 7.9 9.5 35.8 35.3 7.4 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 1.5 14.8 51.1 19.3 4.5 8.7
面接式 60 代女子 175 8 12 28 32 10.9 9.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 1.6 14.6 54.9 15.4 4.7 8.7
面接式 70 代以上女子 124 8.9 8.9 20.2 27.4 12.9 21.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 4.1 23.4 43.1 12.6 6.7 10
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表 5：Ｑ４ 機会があれば科学者や技術者の話を聞いてみたいと思うか 














面接式合計 1667 26.1 34.3 18.7 12.2 8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 20.3 51.9 12.7 4.7 8.8 1.6
面接式男子 771 31.1 34.1 16.9 11.3 5.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 26.7 52.8 10.4 3.7 6 0.4
面接式女子 896 21.8 34.5 20.2 12.9 9.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 14.4 51.1 14.8 5.6 11.4 2.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 21.9 38.4 19.2 4.1 13.7 2.7
面接式 20 代 140 21.4 39.3 26.4 6.4 6.4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 25.8 42.4 14.5 8 8.4 1
面接式 30 代 249 23.3 41.4 22.5 4.8 8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 18.9 52.3 11.5 6.5 9.5 1.4
面接式 40 代 299 24.4 41.8 19.4 6.7 6.7 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 20.2 51.8 13.4 3.5 9.3 1.8
面接式 50 代 352 32.7 29.8 17.9 10.5 9.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 17.5 55.5 14.1 3.1 8.5 1.3
面接式 60 代 359 26.5 30.4 18.1 16.2 8.4 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 19.5 55.1 12.2 2.5 9.4 1.3
面接式 70 代以上 268 23.9 28 11.9 25 8.2 3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 20.7 55.3 9.6 5.1 6.7 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 36.1 27.8 19.4 8.3 8.3 0
面接式 20 代男子 53 13.2 45.3 30.2 1.9 9.4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 31.8 41.5 12.4 6.9 6 1.4
面接式 30 代男子 102 24.5 45.1 17.6 4.9 7.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 24.7 51.6 11.2 4 8.5 0
面接式 40 代男子 126 34.1 35.7 16.7 7.1 5.6 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 22.7 55.2 11.3 3 7.4 0.5
面接式 50 代男子 162 37 29.6 17.9 10.5 4.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 24.3 58.4 9.4 2.7 4.7 0.4
面接式 60 代男子 184 32.1 33.2 15.2 13.6 5.4 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 24.6 58 8.9 2.2 5.8 0.4
面接式 70 代以上男子 144 31.9 27.1 12.5 20.8 4.9 2.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 32 55.8 7.2 2.2 2.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 8.1 48.6 18.9 0 18.9 5.4
面接式 20 代女子 87 26.4 35.6 24.1 9.2 4.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 19.2 43.4 16.7 9.1 11.1 0.5
面接式 30 代女子 147 22.4 38.8 25.9 4.8 8.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 13.1 52.9 11.8 9 10.4 2.7
面接式 40 代女子 173 17.3 46.2 21.4 6.4 7.5 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 17.6 48.2 15.5 4.1 11.4 3.1
面接式 50 代女子 190 28.9 30 17.9 10.5 12.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 11 52.7 18.6 3.4 12.1 2.3
面接式 60 代女子 175 20.6 27.4 21.1 18.9 11.4 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 15 52.6 15 2.8 12.6 2
面接式 70 代以上女子 124 14.5 29 11.3 29.8 12.1 3.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 13 55 11.2 7.1 9.3 4.5
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表 6：Ｑ４＿ＳＱａ 聞いてみたい科学技術の話の内容（話を聞いてみたいとの回答者のみ）（１） 
















面接式合計 1007 27.8 35.6 32.2 52.4 33.4 20.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2005 54.2 54.9 43.4 67 46.6 36.4
面接式男子 503 27.4 43.1 37 42.5 40.4 26.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1065 60.8 60.4 53.4 61.2 51.4 40.3
面接式女子 504 28.2 28 27.4 62.3 26.4 14.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 940 46.7 48.6 32.1 73.6 41.3 32
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 44 50 50 50 50 61.4 45.5
面接式 20 代 85 32.9 31.8 37.6 55.3 40 16.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 283 59.7 58.3 47 60.8 53.4 34.3
面接式 30 代 161 36 36.6 37.3 59.6 44.1 18.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 316 60.4 53.5 38.9 63 52.8 36.1
面接式 40 代 198 31.8 41.4 43.9 58.1 33.8 20.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 285 54.4 52.3 42.5 67.4 50.9 38.6
面接式 50 代 220 33.2 34.5 32.3 52.3 29.5 22.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 379 59.9 52.2 42.5 70.2 47.8 38.3
面接式 60 代 204 18.1 33.8 23 46.1 29.4 27
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 356 49.2 57.3 42.4 66.9 39.3 40.4
面接式 70 代以上 139 15.1 32.4 19.4 43.9 28.1 15.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 342 43.3 56.4 46.8 74.6 36.3 29.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 23 56.5 52.2 56.5 47.8 60.9 47.8
面接式 20 代男子 31 35.5 35.5 41.9 54.8 45.2 19.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 159 63.5 64.8 55.3 51.6 53.5 31.4
面接式 30 代男子 71 31 40.8 46.5 46.5 53.5 21.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 170 65.9 54.7 50 58.2 58.2 41.2
面接式 40 代男子 88 33 54.5 53.4 45.5 42 29.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 158 57.6 56.3 49.4 62.7 51.3 38.6
面接式 50 代男子 108 37 43.5 37 43.5 39.8 29.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 211 67.3 57.8 53.6 62.6 57.3 45
面接式 60 代男子 120 18.3 40.8 27.5 39.2 34.2 34.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 185 58.4 65.9 50.8 62.2 45.4 46.5
面接式 70 代以上男子 85 16.5 38.8 23.5 35.3 35.3 17.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 159 50.9 64.2 61.6 71.7 39.6 35.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 21 42.9 47.6 42.9 52.4 61.9 42.9
面接式 20 代女子 54 31.5 29.6 35.2 55.6 37 14.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 124 54.8 50 36.3 72.6 53.2 37.9
面接式 30 代女子 90 40 33.3 30 70 36.7 16.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 146 54.1 52.1 26 68.5 46.6 30.1
面接式 40 代女子 110 30.9 30.9 36.4 68.2 27.3 12.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 127 50.4 47.2 33.9 73.2 50.4 38.6
面接式 50 代女子 112 29.5 25.9 27.7 60.7 19.6 15.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 168 50.6 45.2 28.6 79.8 35.7 29.8
面接式 60 代女子 84 17.9 23.8 16.7 56 22.6 16.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 171 39.2 48 33.3 71.9 32.7 33.9
面接式 70 代以上女子 54 13 22.2 13 57.4 16.7 11.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 183 36.6 49.7 33.9 77 33.3 24
 
 213

















面接式合計 61.3 48.4 20.6 33 15.7 0.5 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 63 57.5 21.6 40.9 31.2 0.9 0.5
面接式男子 54.3 50.7 26 24.9 13.7 0.8 0.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 56.4 58.3 27.3 35.9 30.4 0.8 0.4
面接式女子 68.3 46 15.1 41.1 17.7 0.2 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 70.5 56.5 15.1 46.7 32 1.1 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 63.6 59.1 20.5 47.7 27.3 2.3 2.3
面接式 20 代 52.9 37.6 15.3 28.2 18.8 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 56.5 56.5 20.1 33.9 27.9 1.1 0.4
面接式 30 代 65.8 47.8 19.9 36 20.5 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 60.4 55.1 23.1 36.4 29.7 0.6 0.3
面接式 40 代 59.6 50.5 18.7 30.8 17.7 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 62.8 54.4 25.3 38.2 30.2 1.4 1.1
面接式 50 代 67.3 51.4 20.9 35.9 13.6 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 59.9 57.8 19 41.7 35.9 0.5 0.5
面接式 60 代 63.7 52.5 25 37.3 12.3 1 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 70.2 60.7 24.7 43.8 29.2 1.1 0.3
面接式 70 代以上 50.4 41.7 20.1 24.5 13.7 2.2 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 67 59.1 18.1 48.5 33.3 0.9 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 60.9 65.2 30.4 52.2 34.8 4.3 0
面接式 20 代男子 35.5 45.2 29 12.9 16.1 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 47.2 61 23.9 30.8 27 1.3 0.6
面接式 30 代男子 53.5 49.3 25.4 25.4 16.9 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 57.1 62.4 30 34.7 30.6 0.6 0.6
面接式 40 代男子 55.7 52.3 27.3 26.1 12.5 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 58.9 53.8 29.7 31 29.7 0.6 1.3
面接式 50 代男子 56.5 50 25 26.9 14.8 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 53.6 55 24.6 36 35.1 0.5 0
面接式 60 代男子 61.7 54.2 29.2 28.3 10.8 0.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 61.6 59.5 30.3 37.8 26.5 1.1 0
面接式 70 代以上男子 47.1 48.2 21.2 20 14.1 3.5 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 59.7 57.9 25.2 42.1 32.1 0.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 66.7 52.4 9.5 42.9 19 0 4.8
面接式 20 代女子 63 33.3 7.4 37 20.4 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 68.5 50.8 15.3 37.9 29 0.8 0
面接式 30 代女子 75.6 46.7 15.6 44.4 23.3 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 64.4 46.6 15.1 38.4 28.8 0.7 0
面接式 40 代女子 62.7 49.1 11.8 34.5 21.8 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 67.7 55.1 19.7 47.2 30.7 2.4 0.8
面接式 50 代女子 77.7 52.7 17 44.6 12.5 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 67.9 61.3 11.9 48.8 36.9 0.6 1.2
面接式 60 代女子 66.7 50 19 50 14.3 1.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 79.5 62 18.7 50.3 32.2 1.2 0.6
面接式 70 代以上女子 55.6 31.5 18.5 31.5 13 0 7.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 73.2 60.1 12 54.1 34.4 1.1 1.1
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表 7：Ｑ４＿ＳＱｂ 科学者や技術者の話を聞いてみたいと思わない最大理由（聞いてみたくないとの回答者のみ） 



























面接式合計 514 36.6 24.3 6.2 19.3 8.9 3.1 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 482 33.8 25.3 9.1 18.3 8.1 2.7 2.7
面接式男子 217 38.7 19.8 8.3 18 10.6 3.2 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 188 32.4 22.3 11.7 17.6 11.7 2.7 1.6
面接式女子 297 35 27.6 4.7 20.2 7.7 3 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 294 34.7 27.2 7.5 18.7 5.8 2.7 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 17 35.3 35.3 5.9 11.8 5.9 0 5.9
面接式 20 代 46 21.7 39.1 6.5 23.9 8.7 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 93 33.3 30.1 6.5 10.8 14 2.2 3.2
面接式 30 代 68 38.2 20.6 10.3 22.1 4.4 2.9 1.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 80 28.8 30 7.5 18.8 8.8 1.3 5
面接式 40 代 78 34.6 20.5 5.1 25.6 10.3 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 67 44.8 26.9 3 19.4 1.5 1.5 3
面接式 50 代 100 46 22 4 22 3 2 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 89 29.2 21.3 12.4 24.7 6.7 4.5 1.1
面接式 60 代 123 33.3 30.1 7.3 17.9 7.3 2.4 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 70 32.9 18.6 14.3 17.1 10 5.7 1.4
面接式 70 代以上 99 38.4 18.2 5.1 9.1 19.2 6.1 4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 66 36.4 21.2 12.1 21.2 6.1 1.5 1.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 10 20 50 10 10 0 0 10
面接式 20 代男子 17 35.3 23.5 5.9 17.6 17.6 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 42 31 28.6 9.5 11.9 16.7 0 2.4
面接式 30 代男子 23 30.4 13 13 26.1 8.7 8.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 34 32.4 14.7 11.8 23.5 11.8 2.9 2.9
面接式 40 代男子 30 36.7 20 3.3 16.7 16.7 6.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 29 37.9 34.5 6.9 17.2 3.4 0 0
面接式 50 代男子 46 43.5 17.4 8.7 21.7 6.5 0 2.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 31 41.9 12.9 16.1 16.1 9.7 3.2 0
面接式 60 代男子 53 34 24.5 11.3 18.9 5.7 3.8 1.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 25 28 12 16 12 24 8 0
面接式 70 代以上男子 48 45.8 18.8 6.3 10.4 14.6 2.1 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 17 23.5 17.6 11.8 35.3 5.9 5.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 7 57.1 14.3 0 14.3 14.3 0 0
面接式 20 代女子 29 13.8 48.3 6.9 27.6 3.4 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 51 35.3 31.4 3.9 9.8 11.8 3.9 3.9
面接式 30 代女子 45 42.2 24.4 8.9 20 2.2 0 2.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 46 26.1 41.3 4.3 15.2 6.5 0 6.5
面接式 40 代女子 48 33.3 20.8 6.3 31.3 6.3 2.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 38 50 21.1 0 21.1 0 2.6 5.3
面接式 50 代女子 54 48.1 25.9 0 22.2 0 3.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 58 22.4 25.9 10.3 29.3 5.2 5.2 1.7
面接式 60 代女子 70 32.9 34.3 4.3 17.1 8.6 1.4 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 45 35.6 22.2 13.3 20 2.2 4.4 2.2
面接式 70 代以上女子 51 31.4 17.6 3.9 7.8 23.5 9.8 5.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 49 40.8 22.4 12.2 16.3 6.1 0 2
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表 8：Ｑ５＿１ 科学技術の発展により向上したと思うか＜物の豊かさ＞ 









面接式合計 1667 57.3 25.1 7.3 3.5 3.4 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 48.8 38.4 5.2 1.2 1.3 5.1
面接式男子 771 59.8 24 7 3.8 3.2 2.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 51.5 38.2 5.4 1.3 1.1 2.5
面接式女子 896 55.2 26.1 7.6 3.2 3.6 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 46.3 38.5 4.9 1.1 1.5 7.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 50.7 35.6 0 2.7 1.4 9.6
面接式 20 代 140 54.3 31.4 6.4 2.1 4.3 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 51.8 33.5 5.5 2.2 2.2 4.8
面接式 30 代 249 57 26.9 9.2 2.4 2.8 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 49.8 34.9 4.5 1.1 1.8 7.9
面接式 40 代 299 54.5 30.8 7.7 3 2.7 1.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 47.7 40.2 5.3 0.3 1.5 5.1
面接式 50 代 352 65.9 20.2 6.3 4 2.3 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 50.1 38.7 5.2 1.3 0.6 4
面接式 60 代 359 58.2 20.9 8.4 5 3.3 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 49.1 39.6 5 1 0.6 4.6
面接式 70 代以上 268 50 26.1 5.6 3 6 9.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 44.2 43.6 6.2 0.9 1.3 3.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 63.9 30.6 0 0 0 5.6
面接式 20 代男子 53 50.9 41.5 1.9 1.9 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 54.8 32.3 4.6 2.3 2.8 3.2
面接式 30 代男子 102 64.7 23.5 5.9 2.9 2 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 51.1 35 5.4 1.8 1.3 5.4
面接式 40 代男子 126 57.1 27.8 7.9 4 1.6 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 48.8 42.9 5.4 0 1 2
面接式 50 代男子 162 65.4 21 6.2 4.3 2.5 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 49.8 41.2 5.5 1.6 0.8 1.2
面接式 60 代男子 184 58.2 20.1 9.8 5.4 3.3 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 54.5 35.3 5.8 1.8 0.9 1.8
面接式 70 代以上男子 144 57.6 22.9 6.3 2.1 6.3 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 47.5 45.3 6.6 0 0 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 37.8 40.5 0 5.4 2.7 13.5
面接式 20 代女子 87 56.3 25.3 9.2 2.3 4.6 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 48.5 34.8 6.6 2 1.5 6.6
面接式 30 代女子 147 51.7 29.3 11.6 2 3.4 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 48.4 34.8 3.6 0.5 2.3 10.4
面接式 40 代女子 173 52.6 32.9 7.5 2.3 3.5 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 46.6 37.3 5.2 0.5 2.1 8.3
面接式 50 代女子 190 66.3 19.5 6.3 3.7 2.1 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 50.4 36.4 4.9 1.1 0.4 6.8
面接式 60 代女子 175 58.3 21.7 6.9 4.6 3.4 5.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 44.3 43.5 4.3 0.4 0.4 7.1
面接式 70 代以上女子 124 41.1 29.8 4.8 4 5.6 14.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 42 42.4 5.9 1.5 2.2 5.9
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表 9：Ｑ５＿２ 科学技術の発展により向上したと思うか＜社会や生活の安全性＞ 









面接式合計 1667 18.9 35.2 23.2 12.6 6 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 22.1 38.9 21.1 8.6 3 6.3
面接式男子 771 21.9 33.7 21 14.7 5.3 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 25.7 39.4 21.2 8.4 2.5 2.8
面接式女子 896 16.3 36.4 25 10.8 6.6 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 18.7 38.4 21 8.8 3.5 9.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 24.7 31.5 20.5 6.8 8.2 8.2
面接式 20 代 140 27.9 42.9 16.4 7.1 3.6 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 23.4 35.7 19.3 10.8 4.8 6
面接式 30 代 249 12.9 44.6 28.9 8.8 4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 22.3 37.8 18.7 8.6 2.5 10.1
面接式 40 代 299 22.4 35.5 22.4 10 7 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 22.2 39.4 19.4 8.8 3.3 6.8
面接式 50 代 352 19 30.4 27.8 15.1 4.8 2.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 21.8 40.7 21.4 8.9 2.9 4.4
面接式 60 代 359 18.1 31.5 20.6 17 8.1 4.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 19.7 40 23.7 8.2 2.5 5.9
面接式 70 代以上 268 16.8 33.2 19.4 12.7 6.7 11.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 22.9 40.2 23.6 6.9 1.6 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 33.3 36.1 13.9 5.6 11.1 0
面接式 20 代男子 53 32.1 39.6 17 7.5 1.9 1.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 29.5 32.3 19.8 9.7 5.5 3.2
面接式 30 代男子 102 20.6 44.1 22.5 9.8 2 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 24.7 38.6 20.6 9 1.8 5.4
面接式 40 代男子 126 31 31.7 16.7 11.1 7.1 2.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 24.1 42.9 18.2 9.4 2.5 3
面接式 50 代男子 162 21 29 27.2 17.9 3.7 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 24.3 42 22.7 8.2 1.6 1.2
面接式 60 代男子 184 17.4 32.1 20.7 19 8.2 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 24.1 40.2 22.3 8.9 1.8 2.7
面接式 70 代以上男子 144 18.1 33.3 18.8 14.6 5.6 9.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 26.5 40.9 24.9 5.5 0.6 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 16.2 27 27 8.1 5.4 16.2
面接式 20 代女子 87 25.3 44.8 16.1 6.9 4.6 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 16.7 39.4 18.7 12.1 4 9.1
面接式 30 代女子 147 7.5 44.9 33.3 8.2 5.4 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 19.9 37.1 16.7 8.1 3.2 14.9
面接式 40 代女子 173 16.2 38.2 26.6 9.2 6.9 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 20.2 35.8 20.7 8.3 4.1 10.9
面接式 50 代女子 190 17.4 31.6 28.4 12.6 5.8 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 19.3 39.4 20.1 9.5 4.2 7.6
面接式 60 代女子 175 18.9 30.9 20.6 14.9 8 6.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 15.8 39.9 24.9 7.5 3.2 8.7
面接式 70 代以上女子 124 15.3 33.1 20.2 10.5 8.1 12.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 20.4 39.8 22.7 7.8 2.2 7.1
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表 10：Ｑ６＿１ 科学技術の発展に伴う不安 ＜科学技術が悪用されたり、あやまって使われたりする危険＞ 











面接式合計 1667 48.5 28.6 11 4.1 5.9 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 37.9 40.6 11.3 2.3 5.2 2.7
面接式男子 771 50.2 24.1 13.6 5.8 5.4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 39.1 41.2 12.3 2.8 3.4 1.1
面接式女子 896 47 32.5 8.7 2.6 6.3 3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 36.8 39.9 10.3 1.9 6.9 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 42.5 37 6.8 2.7 5.5 5.5
面接式 20 代 140 48.6 32.1 12.9 3.6 2.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 43.6 35.4 10.6 2.9 5.1 2.4
面接式 30 代 249 38.6 37.3 17.3 1.6 4.8 0.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 41.2 39.4 7 2.5 7.2 2.7
面接式 40 代 299 43.5 35.5 10.4 4.7 5.4 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 39.4 37.9 13.6 1.8 3.5 3.8
面接式 50 代 352 52.6 24.4 9.7 4.8 7.4 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 36.4 42.2 12.1 2.9 4 2.3
面接式 60 代 359 57.1 22.6 10.6 4.2 4.2 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 31.9 44 13 2.1 6.9 2.1
面接式 70 代以上 268 46.3 24.6 7.1 4.9 9.3 7.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 35.6 43.8 12 1.6 4.4 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 52.8 38.9 5.6 2.8 0 0
面接式 20 代男子 53 49.1 30.2 13.2 5.7 1.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 46.1 32.3 10.6 4.1 5.1 1.8
面接式 30 代男子 102 44.1 29.4 19.6 2.9 3.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 45.3 40.4 6.7 2.7 3.6 1.3
面接式 40 代男子 126 46 27.8 11.9 8.7 5.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 41.4 37.9 16.3 2 1.5 1
面接式 50 代男子 162 53.1 21.6 13.6 5.6 6.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 33.3 46.3 13.3 3.5 2.7 0.8
面接式 60 代男子 184 56.5 20.7 14.7 5.4 2.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 32.1 44.6 13.8 2.7 5.8 0.9
面接式 70 代以上男子 144 47.2 22.2 9.7 6.3 10.4 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 34.8 45.9 14.9 1.1 2.2 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 32.4 35.1 8.1 2.7 10.8 10.8
面接式 20 代女子 87 48.3 33.3 12.6 2.3 3.4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 40.9 38.9 10.6 1.5 5.1 3
面接式 30 代女子 147 34.7 42.9 15.6 0.7 5.4 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 37.1 38.5 7.2 2.3 10.9 4.1
面接式 40 代女子 173 41.6 41 9.2 1.7 5.2 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 37.3 37.8 10.9 1.6 5.7 6.7
面接式 50 代女子 190 52.1 26.8 6.3 4.2 8.4 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 39.4 38.3 11 2.3 5.3 3.8
面接式 60 代女子 175 57.7 24.6 6.3 2.9 5.7 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 31.6 43.5 12.3 1.6 7.9 3.2
面接式 70 代以上女子 124 45.2 27.4 4 3.2 8.1 12.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 36.1 42.4 10 1.9 5.9 3.7
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表 11：Ｑ６＿２ 科学技術の発展に伴う不安 ＜科学技術の進歩が速すぎるため、自分がついていけなくなる＞ 











面接式合計 1667 43 26.6 16.4 8.8 3.8 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 21 37.4 25.1 7.8 5.8 2.9
面接式男子 771 37.5 26.7 18.9 11.7 4.4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 15.7 36.4 30.6 11.1 4.9 1.4
面接式女子 896 47.7 26.6 14.3 6.3 3.2 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 25.9 38.3 19.9 4.8 6.7 4.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 12.3 24.7 26 16.4 13.7 6.8
面接式 20 代 140 24.3 27.1 33.6 12.1 2.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 17.3 30.8 26.5 14.9 7 3.4
面接式 30 代 249 22.1 32.1 28.9 13.3 3.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 20.9 33.3 30.6 6.1 5.4 3.6
面接式 40 代 299 38.8 30.1 19.4 8.7 2.7 0.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 15.4 35.4 30.8 8.3 7.3 2.8
面接式 50 代 352 48.6 26.7 12.2 8.5 3.4 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 17.9 40.5 26.2 7.7 4.4 3.3
面接式 60 代 359 51 25.9 10.9 7 3.3 1.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 23.9 41.1 20.5 5.5 6.3 2.7
面接式 70 代以上 268 58.6 18.3 5.6 5.6 6.7 5.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 31.1 43.8 16.7 3.8 3.6 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 13.9 22.2 25 25 13.9 0
面接式 20 代男子 53 13.2 18.9 49.1 15.1 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 14.3 24.9 30.9 20.3 6 3.7
面接式 30 代男子 102 17.6 26.5 32.4 17.6 5.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 16.6 33.2 35.4 8.1 4.9 1.8
面接式 40 代男子 126 36.5 25.4 24.6 13.5 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 11.3 35.5 35 11.3 5.4 1.5
面接式 50 代男子 162 38.3 28.4 16 13 4.3 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 10.6 38.4 34.1 11.8 4.3 0.8
面接式 60 代男子 184 44 32.6 9.8 9.2 3.8 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 18.3 43.8 24.6 8 4.5 0.9
面接式 70 代以上男子 144 52.1 21.5 8.3 6.3 8.3 3.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 25.4 45.9 23.2 3.3 2.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 10.8 27 27 8.1 13.5 13.5
面接式 20 代女子 87 31 32.2 24.1 10.3 2.3 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 20.7 37.4 21.7 9.1 8.1 3
面接式 30 代女子 147 25.2 36.1 26.5 10.2 2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 25.3 33.5 25.8 4.1 5.9 5.4
面接式 40 代女子 173 40.5 33.5 15.6 5.2 4.6 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 19.7 35.2 26.4 5.2 9.3 4.1
面接式 50 代女子 190 57.4 25.3 8.9 4.7 2.6 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 25 42.4 18.6 3.8 4.5 5.7
面接式 60 代女子 175 58.3 18.9 12 4.6 2.9 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 28.9 38.7 17 3.2 7.9 4.3
面接式 70 代以上女子 124 66.1 14.5 2.4 4.8 4.8 7.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 34.9 42.4 12.3 4.1 4.5 1.9
 
 219
表 12：Ｑ７ 科学技術の発展に伴う不安事項（複数回答）（１） 
























面接式合計 1667 51.7 59.7 33.1 57 27.1 37.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 72.2 67.3 40.1 64.5 31.4 42.2
面接式男子 771 52.3 56.2 29.3 53.6 23 31.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 73.1 61.7 36.8 61.2 30 39.7
面接式女子 896 51.2 62.7 36.4 60 30.7 42.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 71.4 72.5 43.1 67.5 32.6 44.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 63 45.2 52.1 69.9 27.4 37
面接式 20 代 140 60 39.3 29.3 62.1 22.1 42.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 68.7 51.8 44.6 60 31.1 43.4
面接式 30 代 249 66.3 57 36.5 53 26.5 40.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 71.2 56.5 39.9 58.3 29.3 43.5
面接式 40 代 299 64.9 62.9 35.8 61.9 30.8 39.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 74 68.2 37.6 63.6 29.8 41.4
面接式 50 代 352 55.1 65.9 32.4 56.8 28.1 38.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 75.3 75.9 36.4 64 29.7 44.3
面接式 60 代 359 40.1 65.5 33.7 59.1 30.1 37.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 74.6 76.5 39 69.2 35 38.8
面接式 70 代以上 268 30.2 53.4 29.1 50.4 20.9 27.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 70.4 75.3 41.6 70 33.8 42.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 63.9 41.7 44.4 66.7 25 33.3
面接式 20 代男子 53 58.5 28.3 24.5 54.7 15.1 39.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 65.9 45.6 38.2 55.3 28.6 41
面接式 30 代男子 102 66.7 49 30.4 50 20.6 31.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 73.5 48.4 37.7 55.6 29.6 43.9
面接式 40 代男子 126 65.9 56.3 27 54.8 31 34.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 70.9 63.5 36.9 60.1 30.5 39.9
面接式 50 代男子 162 58.6 62.3 24.1 47.5 19.8 30.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 72.2 71.4 32.9 57.6 27.5 40.4
面接式 60 代男子 184 42.4 63.6 36.4 59.8 27.7 33.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 77.7 70.1 35.7 68.3 33 33.9
面接式 70 代以上男子 144 33.3 54.9 29.2 53.5 18.1 25.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 81.2 75.1 39.2 71.3 32.6 39.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 62.2 48.6 59.5 73 29.7 40.5
面接式 20 代女子 87 60.9 46 32.2 66.7 26.4 43.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 71.7 58.6 51.5 65.2 33.8 46
面接式 30 代女子 147 66 62.6 40.8 55.1 30.6 46.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 68.8 64.7 42.1 61.1 29 43
面接式 40 代女子 173 64.2 67.6 42.2 67.1 30.6 42.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 77.2 73.1 38.3 67.4 29 43
面接式 50 代女子 190 52.1 68.9 39.5 64.7 35.3 45.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 78.4 80.3 39.8 70.1 31.8 48.1
面接式 60 代女子 175 37.7 67.4 30.9 58.3 32.6 41.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 71.9 82.2 41.9 70 36.8 43.1
面接式 70 代以上女子 124 26.6 51.6 29 46.8 24.2 29.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 63.2 75.5 43.1 69.1 34.6 44.6
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面接式合計 46.1 10 31.7 37.1 23 0.4 2.3 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 47.5 7.5 33.8 48 25.7 1.8 1.7 1.9
面接式男子 44.1 9.6 30.6 33.9 21.7 0.5 3.2 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 43.5 7.8 34.2 41.4 27.6 1.7 2.1 1
面接式女子 47.9 10.3 32.6 39.8 24.1 0.3 1.5 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 51.2 7.2 33.4 54.1 23.9 1.8 1.3 2.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 54.8 12.3 41.1 42.5 35.6 2.7 2.7 4.1
面接式 20 代 58.6 8.6 30.7 24.3 21.4 0 2.1 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 51.1 11.8 30.6 38.3 29.4 1.9 4.1 2.4
面接式 30 代 55 6.4 32.5 39 18.9 0 0.4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 45.7 6.3 31.8 40.3 26.8 1.8 1.4 2
面接式 40 代 52.2 10.7 30.1 36.8 27.4 0 1 0.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 48 7.1 27.3 42.4 25.5 1.8 0.8 2
面接式 50 代 44 10.5 33 40.3 22.7 1.1 1.4 0.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 49.9 4.8 31.8 54.7 20.8 2.1 1.3 0.8
面接式 60 代 42.6 10 31.8 40.9 24.5 0.6 1.1 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 42.8 8.2 40 59.5 25.6 1.5 1.5 1.5
面接式 70 代以上 32.1 12.3 31.3 32.8 20.9 0.4 8.2 7.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 46.7 6.4 39.1 50.2 25.3 1.3 0.9 2.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 52.8 11.1 47.2 41.7 47.2 5.6 0 2.8
面接式 20 代男子 50.9 11.3 30.2 18.9 22.6 0 1.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 45.2 11.5 31.3 36.4 30.9 2.3 5.5 1.8
面接式 30 代男子 54.9 6.9 26.5 30.4 23.5 0 0 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 45.3 9 35.9 34.1 32.7 1.8 0.9 1.3
面接式 40 代男子 48.4 10.3 27 34.1 24.6 0 2.4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 45.3 7.4 25.1 36 26.1 1.5 1.5 1
面接式 50 代男子 42 9.9 31.5 34 20.4 1.9 3.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 42.7 5.9 32.2 44.7 20.4 2 2 0.4
面接式 60 代男子 44 7.6 34.8 39.7 23.4 0.5 0.5 2.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 36.6 6.7 38.8 53.1 26.8 1.3 1.8 0.4
面接式 70 代以上男子 32.6 12.5 30.6 34 16.7 0 10.4 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 45.3 5.5 40.3 43.6 26 0.6 1.1 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 56.8 13.5 35.1 43.2 24.3 0 5.4 5.4
面接式 20 代女子 63.2 6.9 31 27.6 20.7 0 2.3 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 57.6 12.1 29.8 40.4 27.8 1.5 2.5 3
面接式 30 代女子 55.1 6.1 36.7 44.9 15.6 0 0.7 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 46.2 3.6 27.6 46.6 20.8 1.8 1.8 2.7
面接式 40 代女子 54.9 11 32.4 38.7 29.5 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 50.8 6.7 29.5 49.2 24.9 2.1 0 3.1
面接式 50 代女子 45.8 11.1 34.2 45.8 24.7 0.5 0 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 56.8 3.8 31.4 64.4 21.2 2.3 0.8 1.1
面接式 60 代女子 41.1 12.6 28.6 42.3 25.7 0.6 1.7 4.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 48.2 9.5 41.1 65.2 24.5 1.6 1.2 2.4
面接式 70 代以上女子 31.5 12.1 32.3 31.5 25.8 0.8 5.6 13.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 47.6 7.1 38.3 54.6 24.9 1.9 0.7 3.7
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表 13：Ｑ８ 科学技術の発展 プラス面とマイナス面全体的に見た場合どちらが多いと思うか 














面接式合計 1667 20.7 39.8 7.3 3.9 24.9 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 15.7 51.1 7.1 1.8 19.7 4.6
面接式男子 771 28.7 42.3 5.3 3 19.2 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 22 53.5 6.3 1.9 13.9 2.4
面接式女子 896 13.8 37.7 8.9 4.7 29.8 5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 9.8 48.9 7.7 1.8 25.1 6.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 8.2 38.4 16.4 2.7 30.1 4.1
面接式 20 代 140 14.3 45.7 12.1 2.1 24.3 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 16.1 43.9 8.4 2.4 24.8 4.3
面接式 30 代 249 13.7 43.8 9.6 0.8 31.7 0.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 11.3 45.3 9.2 1.8 26.4 6.1
面接式 40 代 299 16.7 46.5 6.7 3 25.8 1.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 14.6 51.5 5.8 2.3 21.2 4.5
面接式 50 代 352 23.9 40.1 6.3 3.4 24.7 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 14.8 53.2 6.7 1.3 20 3.9
面接式 60 代 359 26.7 36.5 5.6 5.6 22.3 3.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 19.1 55.8 6.1 1.7 13.6 3.8
面接式 70 代以上 268 22.8 29.9 6.7 7.1 21.6 11.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 19.1 58 4.7 1.6 11.3 5.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 16.7 44.4 11.1 2.8 25 0
面接式 20 代男子 53 17 56.6 11.3 1.9 13.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 25.3 42.4 8.8 2.3 17.1 4.1
面接式 30 代男子 102 20.6 45.1 3.9 0 29.4 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 16.1 46.6 11.2 2.7 19.7 3.6
面接式 40 代男子 126 27.8 47.6 6.3 1.6 15.9 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 18.2 57.1 4.9 3 14.3 2.5
面接式 50 代男子 162 27.8 45.1 4.3 1.2 21 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 19.6 57.6 3.9 1.2 16.5 1.2
面接式 60 代男子 184 35.3 40.2 4.3 5.4 13.6 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 25.9 58 5.4 1.8 6.7 2.2
面接式 70 代以上男子 144 31.9 29.9 5.6 5.6 22.2 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 29.3 61.3 2.8 0 5.5 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 0 32.4 21.6 2.7 35.1 8.1
面接式 20 代女子 87 12.6 39.1 12.6 2.3 31 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 6.1 45.5 8.1 2.5 33.3 4.5
面接式 30 代女子 147 8.8 42.9 13.6 1.4 33.3 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 6.3 43.9 7.2 0.9 33 8.6
面接式 40 代女子 173 8.7 45.7 6.9 4 32.9 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 10.9 45.6 6.7 1.6 28.5 6.7
面接式 50 代女子 190 20.5 35.8 7.9 5.3 27.9 2.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 10.2 48.9 9.5 1.5 23.5 6.4
面接式 60 代女子 175 17.7 32.6 6.9 5.7 31.4 5.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 13 53.8 6.7 1.6 19.8 5.1
面接式 70 代以上女子 124 12.1 29.8 8.1 8.9 21 20.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 12.3 55.8 5.9 2.6 15.2 8.2
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表 14：Ｑ９＿１ 科学技術に関する意見＜日本の科学技術は諸外国に比べ進んでいる＞ 











面接式合計 1667 37.1 35.2 12.2 5.3 6.5 3.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 14.5 49 20.3 4.8 5.8 5.5
面接式男子 771 41.8 34.4 12.2 5.8 4.8 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 16.6 49.8 21.3 5.5 4.1 2.7
面接式女子 896 33.1 35.8 12.3 4.9 7.9 5.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 12.6 48.2 19.4 4.2 7.5 8.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 19.2 42.5 17.8 5.5 9.6 5.5
面接式 20 代 140 36.4 40.7 15 2.9 3.6 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 21.4 43.9 17.3 6.5 3.9 7
面接式 30 代 249 28.5 45 14.1 5.2 6.4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 15.1 46.6 20.7 3.6 6.5 7.4
面接式 40 代 299 36.8 38.5 14 3.7 6 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 12.9 48.7 21.7 4.5 5.6 6.6
面接式 50 代 352 34.9 36.6 13.6 6 6.5 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 13.3 49.3 20.8 5.6 7.1 3.9
面接式 60 代 359 44.3 26.7 11.1 5.8 8.1 3.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 10.9 50.5 22 5 6.1 5.5
面接式 70 代以上 268 39.2 28.7 6.7 7.1 6.3 11.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 13.6 55.3 19.6 3.6 4.9 3.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 27.8 44.4 11.1 8.3 5.6 2.8
面接式 20 代男子 53 39.6 43.4 7.5 5.7 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 25.3 44.7 17.1 5.5 2.8 4.6
面接式 30 代男子 102 30.4 49 13.7 5.9 1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 17.9 46.6 22.9 4.9 4.5 3.1
面接式 40 代男子 126 40.5 35.7 12.7 4 7.1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 15.8 47.8 22.7 6.4 3.4 3.9
面接式 50 代男子 162 36.4 38.9 16 4.9 3.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 13.3 50.6 23.5 5.9 5.1 1.6
面接式 60 代男子 184 53.3 22.3 11.4 6 6 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 13.4 51.3 21.4 7.1 5.4 1.3
面接式 70 代以上男子 144 43.1 29.9 9 8.3 5.6 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 11.6 60.2 21.5 2.2 2.8 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 10.8 40.5 24.3 2.7 13.5 8.1
面接式 20 代女子 87 34.5 39.1 19.5 1.1 3.4 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 17.2 42.9 17.7 7.6 5.1 9.6
面接式 30 代女子 147 27.2 42.2 14.3 4.8 10.2 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 12.2 46.6 18.6 2.3 8.6 11.8
面接式 40 代女子 173 34.1 40.5 15 3.5 5.2 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 9.8 49.7 20.7 2.6 7.8 9.3
面接式 50 代女子 190 33.7 34.7 11.6 6.8 8.9 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 13.3 48.1 18.2 5.3 9.1 6.1
面接式 60 代女子 175 34.9 31.4 10.9 5.7 10.3 6.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 8.7 49.8 22.5 3.2 6.7 9.1
面接式 70 代以上女子 124 34.7 27.4 4 5.6 7.3 21
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 14.9 52 18.2 4.5 6.3 4.1
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表 15：Ｑ９＿２ 科学技術に関する意見＜国際的競争力を高める為には科学技術を発展させる必要有＞ 











面接式合計 1667 51.4 26.9 11.3 3.3 3.6 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 43.3 36.7 9.8 1.9 4.5 3.8
面接式男子 771 64.2 22.7 8 2.3 1.7 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 54.9 32.4 7.7 1.7 1.9 1.3
面接式女子 896 40.4 30.6 14.2 4.1 5.2 5.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 32.5 40.6 11.8 2.1 6.8 6.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 24.7 32.9 23.3 4.1 9.6 5.5
面接式 20 代 140 29.3 37.1 23.6 5 4.3 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 38.6 31.6 15.9 3.1 6.3 4.6
面接式 30 代 249 38.2 37.3 17.3 2 4.8 0.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 36 37.2 12.4 3.6 5.2 5.6
面接式 40 代 299 52.5 26.8 15.4 3 2 0.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 38.4 39.1 11.4 1.3 5.3 4.5
面接式 50 代 352 59.1 23.3 9.1 4 2.6 2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 44.1 38.9 8.5 1.5 4.2 2.7
面接式 60 代 359 58.2 22.3 7.2 5.3 4.5 2.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 50.9 36.3 5.9 0.8 3.4 2.7
面接式 70 代以上 268 54.9 23.1 3.4 0.4 4.1 14.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 53.3 37.1 3.8 0.9 2 2.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 41.7 27.8 16.7 8.3 2.8 2.8
面接式 20 代男子 53 43.4 24.5 22.6 5.7 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 49.3 30 12.4 1.8 3.2 3.2
面接式 30 代男子 102 52 30.4 15.7 1 1 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 48 35.9 9.9 3.1 1.3 1.8
面接式 40 代男子 126 64.3 23 10.3 0.8 1.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 49.3 35.5 8.9 1.5 3 2
面接式 50 代男子 162 71 19.8 6.2 2.5 0.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 52.2 36.1 7.1 1.6 2.7 0.4
面接式 60 代男子 184 71.2 17.4 4.9 4.3 1.6 0.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 63.4 30.8 4 0.9 0.9 0
面接式 70 代以上男子 144 63.9 26.4 1.4 0.7 2.8 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 72.4 25.4 1.7 0 0 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 8.1 37.8 29.7 0 16.2 8.1
面接式 20 代女子 87 20.7 44.8 24.1 4.6 4.6 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 26.8 33.3 19.7 4.5 9.6 6.1
面接式 30 代女子 147 28.6 42.2 18.4 2.7 7.5 0.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 24 38.5 14.9 4.1 9 9.5
面接式 40 代女子 173 43.9 29.5 19.1 4.6 2.3 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 26.9 43 14 1 7.8 7.3
面接式 50 代女子 190 48.9 26.3 11.6 5.3 4.2 3.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 36.4 41.7 9.8 1.5 5.7 4.9
面接式 60 代女子 175 44.6 27.4 9.7 6.3 7.4 4.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 39.9 41.1 7.5 0.8 5.5 5.1
面接式 70 代以上女子 124 44.4 19.4 5.6 0 5.6 25
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 40.5 45 5.2 1.5 3.3 4.5
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表 16：Ｑ９＿３ 科学技術に関する意見＜学校の理科数学の授業は生徒の科学的センスを育てるのに役立っている＞ 











面接式合計 1667 16.8 18.1 32.1 17.5 8 7.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 8.9 16.8 41.1 22.7 4.9 5.6
面接式男子 771 18.7 18.5 31.5 18 7.8 5.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 11.1 17.6 40.5 24.5 3.1 3.2
面接式女子 896 15.2 17.7 32.6 17 8.1 9.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 6.8 16 41.7 21 6.6 7.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 9.6 16.4 31.5 28.8 6.8 6.8
面接式 20 代 140 13.6 22.1 36.4 20.7 5 2.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 8.4 15.2 38.6 27 6.3 4.6
面接式 30 代 249 6.4 19.7 44.6 19.7 8.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 6.8 15.5 38.3 28.2 6.3 5
面接式 40 代 299 11 19.4 41.5 20.1 6.4 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 6.3 14.1 43.9 26 4.3 5.3
面接式 50 代 352 14.2 17.3 33.8 22.4 6 6.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 4 14.3 43.2 27.9 3.9 6.7
面接式 60 代 359 24.8 15.6 25.1 12.8 11.7 10
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 10.5 17.4 44.7 17.8 5 4.6
面接式 70 代以上 268 27.2 17.5 14.9 10.4 8.2 21.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 17.6 24 39.3 8.7 3.3 7.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 13.9 13.9 36.1 27.8 5.6 2.8
面接式 20 代男子 53 18.9 20.8 32.1 22.6 5.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 11.5 15.7 39.6 25.3 4.6 3.2
面接式 30 代男子 102 4.9 18.6 48 20.6 7.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 10.3 18.4 32.7 33.6 4 0.9
面接式 40 代男子 126 10.3 23 36.5 19.8 8.7 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 8.4 15.8 44.8 24.1 3.4 3.4
面接式 50 代男子 162 15.4 16.7 36.4 21.6 5.6 4.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 5.1 11.4 49.8 27.1 2.7 3.9
面接式 60 代男子 184 26.6 15.8 26.1 14.7 9.8 7.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 9.8 21.9 39.7 23.7 1.8 3.1
面接式 70 代以上男子 144 29.2 19.4 16.7 13.2 7.6 13.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 24.3 25.4 34.8 9.4 1.1 5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 5.4 18.9 27 29.7 8.1 10.8
面接式 20 代女子 87 10.3 23 39.1 19.5 4.6 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 5.1 14.6 37.4 28.8 8.1 6.1
面接式 30 代女子 147 7.5 20.4 42.2 19 9.5 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 3.2 12.7 43.9 22.6 8.6 9
面接式 40 代女子 173 11.6 16.8 45.1 20.2 4.6 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 4.1 12.4 43 28 5.2 7.3
面接式 50 代女子 190 13.2 17.9 31.6 23.2 6.3 7.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 3 17 36.7 28.8 4.9 9.5
面接式 60 代女子 175 22.9 15.4 24 10.9 13.7 13.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 11.1 13.4 49 12.6 7.9 5.9
面接式 70 代以上女子 124 25 15.3 12.9 7.3 8.9 30.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 13 23 42.4 8.2 4.8 8.6
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表 17：Ｑ９＿４ 科学技術に関する意見＜科学技術の発展は物質的な豊かさだけでなく心の豊かさも実現するべき＞ 











面接式合計 1667 68.3 19.4 4 2.5 3.1 2.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 53.6 32.2 5.8 2.2 2.9 3.4
面接式男子 771 69.8 20.2 4.4 2.6 1.9 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 54.3 32.7 7 2.2 2.4 1.3
面接式女子 896 67 18.6 3.6 2.5 4 4.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 53 31.8 4.6 2.1 3.3 5.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 43.8 32.9 12.3 1.4 2.7 6.8
面接式 20 代 140 56.4 22.1 11.4 3.6 5 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 48.2 28.7 11.3 4.6 3.1 4.1
面接式 30 代 249 57.8 28.5 6.8 1.6 5.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 43.5 35.4 7 3.2 6.1 5
面接式 40 代 299 67.6 23.7 3.7 2.3 2.3 0.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 49 36.9 5.3 2.8 2 4
面接式 50 代 352 76.1 15.1 2.8 2.6 2.3 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 53.8 34.7 5 1.5 3.1 1.9
面接式 60 代 359 74.4 17 1.9 2.8 2.2 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 61.4 30.8 2.7 1 1.5 2.5
面接式 70 代以上 268 66.4 13.4 1.9 2.6 3 12.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 65.8 26.9 2.9 0.4 1.6 2.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 50 33.3 13.9 0 0 2.8
面接式 20 代男子 53 50.9 26.4 13.2 5.7 3.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 50.2 25.3 14.7 3.7 2.8 3.2
面接式 30 代男子 102 55.9 30.4 8.8 2.9 2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 47.5 35 8.5 3.6 4.5 0.9
面接式 40 代男子 126 71.4 19.8 4 3.2 0.8 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 46.8 39.9 6.4 3.4 2.5 1
面接式 50 代男子 162 73.5 18.5 4.9 1.2 1.2 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 50.6 38.4 6.3 2 2 0.8
面接式 60 代男子 184 75 17.4 2.2 2.7 2.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 62.9 31.7 1.8 0.9 1.3 1.3
面接式 70 代以上男子 144 74.3 16.7 0.7 2.1 2.1 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 71.3 23.8 2.8 0 1.7 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 37.8 32.4 10.8 2.7 5.4 10.8
面接式 20 代女子 87 59.8 19.5 10.3 2.3 5.7 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 46 32.3 7.6 5.6 3.5 5.1
面接式 30 代女子 147 59.2 27.2 5.4 0.7 7.5 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 39.4 35.7 5.4 2.7 7.7 9
面接式 40 代女子 173 64.7 26.6 3.5 1.7 3.5 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 51.3 33.7 4.1 2.1 1.6 7.3
面接式 50 代女子 190 78.4 12.1 1.1 3.7 3.2 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 56.8 31.1 3.8 1.1 4.2 3
面接式 60 代女子 175 73.7 16.6 1.7 2.9 1.7 3.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 60.1 30 3.6 1.2 1.6 3.6
面接式 70 代以上女子 124 57.3 9.7 3.2 3.2 4 22.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 62.1 29 3 0.7 1.5 3.7
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表 18：Ｑ９＿５ 科学技術に関する意見＜資源・エネルギー環境等社会の問題は科学技術の発展によって解決する＞ 











面接式合計 1667 28.6 33.5 17.3 8.3 7.7 4.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 19.9 42.5 18.2 6.1 7.9 5.4
面接式男子 771 34.2 33.9 14.3 9.1 6.1 2.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 24.6 44.1 15.7 7.2 5.6 2.7
面接式女子 896 23.8 33.3 20 7.6 9.2 6.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 15.4 40.9 20.6 5.1 10.1 7.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 15.1 27.4 26 12.3 11 8.2
面接式 20 代 140 15.7 42.1 27.1 8.6 6.4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 18.6 36.6 23.1 6.7 9.4 5.5
面接式 30 代 249 19.3 40.6 22.9 7.6 9.6 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 15.3 40.8 19.6 7.7 9.5 7.2
面接式 40 代 299 27.1 40.5 17.7 8 5.4 1.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 21 42.4 17.2 5.1 9.3 5.1
面接式 50 代 352 32.1 35.2 15.1 8 7.4 2.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 18.7 45.3 16.2 6.7 8.1 5
面接式 60 代 359 33.1 27.3 16.2 10.9 8.4 4.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 21 45.5 17.6 5.2 6.3 4.4
面接式 70 代以上 268 35.1 20.9 11.2 6 9 17.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 25.6 45.6 14.9 4.2 4.9 4.9
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 25 33.3 16.7 11.1 5.6 8.3
面接式 20 代男子 53 17 45.3 22.6 9.4 5.7 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 23 39.6 20.3 5.5 8.3 3.2
面接式 30 代男子 102 27.5 38.2 15.7 9.8 8.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 19.7 45.7 15.2 9.4 7.6 2.2
面接式 40 代男子 126 28.6 43.7 15.9 7.1 4 0.8
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 25.6 39.9 15.3 8.4 8.4 2.5
面接式 50 代男子 162 36.4 34.6 14.8 9.3 3.7 1.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 22 49.4 13.7 7.5 4.7 2.7
面接式 60 代男子 184 39.1 28.8 13 10.9 7.1 1.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 28.6 43.8 16.1 6.7 2.7 2.2
面接式 70 代以上男子 144 41.7 23.6 9.7 7.6 7.6 9.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 30.4 47.5 13.3 5 1.7 2.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 5.4 21.6 35.1 13.5 16.2 8.1
面接式 20 代女子 87 14.9 40.2 29.9 8 6.9 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 13.6 33.3 26.3 8.1 10.6 8.1
面接式 30 代女子 147 13.6 42.2 27.9 6.1 10.2 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 10.9 35.7 24 5.9 11.3 12.2
面接式 40 代女子 173 26 38.2 19.1 8.7 6.4 1.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 16.1 45.1 19.2 1.6 10.4 7.8
面接式 50 代女子 190 28.4 35.8 15.3 6.8 10.5 3.2
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 15.5 41.3 18.6 6.1 11.4 7.2
面接式 60 代女子 175 26.9 25.7 19.4 10.9 9.7 7.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 14.2 47 19 4 9.5 6.3
面接式 70 代以上女子 124 27.4 17.7 12.9 4 10.5 27.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 22.3 44.2 16 3.7 7.1 6.7
 
 227
表 19：Ｑ１０ 革新的なエネルギーが普及した社会の実現性について 











面接式合計 1667 6.6 56.9 18.3 14.8 3.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 8.1 62.4 15.2 9.7 4.5 
面接式男子 771 9.6 57.1 21.5 10.5 1.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 9.9 62.3 18.4 6.9 2.5 
面接式女子 896 4 56.7 15.5 18.5 5.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 6.4 62.6 12.3 12.3 6.5 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 6.8 49.3 17.8 17.8 8.2 
面接式 20 代 140 3.6 62.1 19.3 14.3 0.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 7 58.1 20.7 9.2 5.1 
面接式 30 代 249 5.2 56.6 20.5 17.7 0 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 6.5 58.6 17.1 11.7 6.1 
面接式 40 代 299 7 56.9 22.1 13 1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 6.8 63.9 15.9 10.1 3.3 
面接式 50 代 352 5.1 59.7 19 14.5 1.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 9.1 63.6 13.9 10.6 2.9 
面接式 60 代 359 8.4 58.5 15.3 14.5 3.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 9.6 64.2 13 8.6 4.6 
面接式 70 代以上 268 8.6 48.5 14.6 15.3 13.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 9.3 68 11.3 6.4 4.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 11.1 50 13.9 19.4 5.6 
面接式 20 代男子 53 5.7 67.9 13.2 13.2 0 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 9.7 58.1 22.6 5.5 4.1 
面接式 30 代男子 102 8.8 57.8 22.5 10.8 0 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 9.9 56.5 22 8.5 3.1 
面接式 40 代男子 126 10.3 52.4 27 9.5 0.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 6.9 60.6 23.6 7.9 1 
面接式 50 代男子 162 8.6 55.6 25.3 9.3 1.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 9 67.5 14.9 6.7 2 
面接式 60 代男子 184 10.9 60.9 17.9 10.3 0 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 12.9 63.8 16.1 4.5 2.7 
面接式 70 代以上男子 144 10.4 53.5 19.4 11.8 4.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 11 69.6 12.2 6.1 1.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 2.7 48.6 21.6 16.2 10.8 
面接式 20 代女子 87 2.3 58.6 23 14.9 1.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 4 58.1 18.7 13.1 6.1 
面接式 30 代女子 147 2.7 55.8 19 22.4 0 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 3.2 60.6 12.2 14.9 9 
面接式 40 代女子 173 4.6 60.1 18.5 15.6 1.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 6.7 67.4 7.8 12.4 5.7 
面接式 50 代女子 190 2.1 63.2 13.7 18.9 2.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 9.1 59.8 12.9 14.4 3.8 
面接式 60 代女子 175 5.7 56 12.6 18.9 6.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 6.7 64.4 10.3 12.3 6.3 
面接式 70 代以上女子 124 6.5 42.7 8.9 19.4 22.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 8.2 66.9 10.8 6.7 7.4 
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表 20：Ｑ１１ 科学技術は今後どのような分野に貢献すべきか（複数回答）（１） 



















面接式合計 1667 21.4 25 72.8 71.4 47.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 2774 30.7 30.9 77.5 78.7 60.1 
面接式男子 771 25.9 32.8 71.6 71.2 44.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1339 39.4 39.1 76.8 79.2 59.9 
面接式女子 896 17.4 18.3 73.9 71.7 50.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1435 22.6 23.2 78.1 78.2 60.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 73 27.4 34.2 65.8 63 42.5 
面接式 20 代 140 25.7 18.6 76.4 77.9 40.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 415 28.9 27.7 70.4 74.2 50.4 
面接式 30 代 249 24.1 28.5 77.9 76.7 40.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 444 33.1 25.9 72.3 73.6 52.9 
面接式 40 代 299 25.8 27.1 78.9 80.3 50.5 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 396 27 28.3 76 80.8 57.3 
面接式 50 代 352 20.5 27.8 78.1 78.1 51.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 519 28.9 31 78.8 80.2 62.6 
面接式 60 代 359 19.2 26.7 71.6 66.6 52.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 477 34.2 34.4 84.9 83 65.8 
面接式 70 代以上 268 15.7 16.8 54.1 51.1 44 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 450 32.2 36.7 82.9 82.2 72.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 36 36.1 44.4 69.4 66.7 47.2 
面接式 20 代男子 53 35.8 32.1 79.2 75.5 34 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 217 37.8 34.6 68.2 73.3 47.9 
面接式 30 代男子 102 31.4 38.2 76.5 76.5 37.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 223 42.6 35.4 72.2 73.1 55.2 
面接式 40 代男子 126 34.1 34.9 72.2 77 52.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 203 33 34.5 75.4 78.8 55.7 
面接式 50 代男子 162 22.8 38.3 74.7 77.8 45.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 255 36.9 40 74.9 80 59.6 
面接式 60 代男子 184 20.1 34.2 70.1 67.9 47.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 224 44.2 41.5 84.8 83.5 65.6 
面接式 70 代以上男子 144 22.2 19.4 63.2 57.6 41 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 181 43.1 49.2 88.4 90.6 80.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 37 18.9 24.3 62.2 59.5 37.8 
面接式 20 代女子 87 19.5 10.3 74.7 79.3 44.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 198 19.2 20.2 72.7 75.3 53 
面接式 30 代女子 147 19 21.8 78.9 76.9 42.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 221 23.5 16.3 72.4 74.2 50.7 
面接式 40 代女子 173 19.7 21.4 83.8 82.7 49.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 193 20.7 21.8 76.7 82.9 59.1 
面接式 50 代女子 190 18.4 18.9 81.1 78.4 57.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 264 21.2 22.3 82.6 80.3 65.5 
面接式 60 代女子 175 18.3 18.9 73.1 65.1 57.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 253 25.3 28.1 85 82.6 66 
面接式 70 代以上女子 124 8.1 13.7 43.5 43.5 47.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 269 24.9 28.3 79.2 76.6 66.9 
 
 229

















面接式合計 34.3 18.5 27 48.5 14.9 40.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 35.1 22 31 62.3 17.3 45.6 
面接式男子 28.5 24.6 34.6 46 18.9 38.7 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 33 26.9 39.1 62.1 21.3 44.4 
面接式女子 39.3 13.2 20.4 50.7 11.5 41.5 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 37.1 17.4 23.3 62.4 13.5 46.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 37 21.9 31.5 56.2 17.8 41.1 
面接式 20 代 42.9 14.3 28.6 45 12.9 41.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 32.8 17.8 30.8 54.9 17.8 36.6 
面接式 30 代 36.5 18.9 31.7 51 17.3 40.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 35.4 21.4 28.4 54.7 16.7 40.1 
面接式 40 代 36.5 20.7 32.4 52.8 15.1 42.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 29.3 18.9 24.5 59.3 14.9 40.7 
面接式 50 代 31 20.2 28.1 54.3 15.1 44 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 33.1 23.9 31.4 65.7 16.6 46.1 
面接式 60 代 32.3 17.3 25.1 47.1 16.2 39.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 39 25.2 32.7 69.6 19.3 54.1 
面接式 70 代以上 32.5 17.2 16.8 37.7 11.9 32.8 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 40 23.6 36.9 68.2 18 54.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 38.9 33.3 41.7 55.6 16.7 44.4 
面接式 20 代男子 28.3 20.8 43.4 37.7 22.6 32.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 27.2 22.6 41.9 55.8 22.1 33.2 
面接式 30 代男子 24.5 25.5 44.1 47.1 20.6 36.3 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 31.8 26 34.5 56.1 24.2 42.6 
面接式 40 代男子 34.1 32.5 39.7 49.2 21.4 44.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 27.1 21.7 34 56.2 18.2 38.9 
面接式 50 代男子 25.3 25.3 37.7 48.1 16.7 40.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 33.7 28.6 37.6 65.1 18 44.3 
面接式 60 代男子 28.8 21.7 30.4 47.3 20.1 38.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 36.6 29.5 39.3 68.8 24.1 53.1 
面接式 70 代以上男子 29.9 21.5 22.2 41.7 15.3 36.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 41.4 32 48.6 72.4 22.1 55.2 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 35.1 10.8 21.6 56.8 18.9 37.8 
面接式 20 代女子 51.7 10.3 19.5 49.4 6.9 47.1 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 38.9 12.6 18.7 54 13.1 40.4 
面接式 30 代女子 44.9 14.3 23.1 53.7 15 42.9 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 38.9 16.7 22.2 53.4 9 37.6 
面接式 40 代女子 38.2 12.1 27.2 55.5 10.4 41.6 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 31.6 16.1 14.5 62.7 11.4 42.5 
面接式 50 代女子 35.8 15.8 20 59.5 13.7 47.4 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 32.6 19.3 25.4 66.3 15.2 47.7 
面接式 60 代女子 36 12.6 19.4 46.9 12 40 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 41.1 21.3 26.9 70.4 15 54.9 
面接式 70 代以上女子 35.5 12.1 10.5 33.1 8.1 29 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 39 17.8 29 65.4 15.2 54.6 
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表 20：Ｑ１１ 科学技術は今後どのような分野に貢献すべきか（複数回答）（３） 
  その他 特にない わからない
面接式合計 0.1 1 3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ合計 1.3 0.8 3.4
面接式男子 0 0.6 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ男子 1.3 0.6 2
面接式女子 0.1 1.3 4.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ女子 1.4 1 4.7
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代 0 4.1 12.3
面接式 20 代 0.7 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代 2.4 1.2 4.1
面接式 30 代 0 0.8 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代 1.1 0.7 4.5
面接式 40 代 0 0.3 1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代 1.5 0.3 3
面接式 50 代 0 0.9 1.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代 1.3 0.8 1.9
面接式 60 代 0 0.6 2.5
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代 0.6 0.4 2.3
面接式 70 代以上 0 3.4 12.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上 1.3 1.1 3.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代男子 0 2.8 5.6
面接式 20 代男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代男子 2.8 1.8 3.2
面接式 30 代男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代男子 1.3 0 3.6
面接式 40 代男子 0 0 1.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代男子 1 0 2
面接式 50 代男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代男子 0.8 0.8 0.8
面接式 60 代男子 0 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代男子 0.9 0.4 1.3
面接式 70 代以上男子 0 3.5 6.3
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上男子 1.1 0 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 10 代女子 0 5.4 18.9
面接式 20 代女子 1.1 0 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 20 代女子 2 0.5 5.1
面接式 30 代女子 0 1.4 0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 30 代女子 0.9 1.4 5.4
面接式 40 代女子 0 0.6 0.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 40 代女子 2.1 0.5 4.1
面接式 50 代女子 0 1.6 2.6
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 50 代女子 1.9 0.8 3
面接式 60 代女子 0 1.1 5.1
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 60 代女子 0.4 0.4 3.2
面接式 70 代以上女子 0 3.2 19.4
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 70 代以上女子 1.5 1.9 5.6
 
 
